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総
降
水
量
３
０
０
㎜
超
え

〜
台
風
23
号
の
概
要
〜

台
風
23
号
は
、
平
成
16
年
10
月
20
日

13
時
ご
ろ
、
大
型
の
強
い
勢
力
で
高
知

県
土
佐
清
水
市
付
近
に
上
陸
し
ま
し
た
。

本
州
の
南
側
に
あ
っ
た
秋
雨
前
線
を
押

し
上
げ
な
が
ら
移
動
し
た
こ
と
で
、
極

端
な
大
雨
に
つ
な
が
り
、
総
降
水
量
は
、

近
畿
北
部
で
3
0
0
㎜
を
超
え
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
20
日
正
午
ご
ろ
か
ら
雨
足
が
強
ま
り
、
降
り
始
め
か
ら
18

時
ま
で
の
総
降
水
量
は
、
旧
豊
岡
市
で
1
6
2
㎜
、
出
石
川
上
流
の
但
東

町
出
合
で
2
2
8
㎜
、
稲
葉
川
上
流
の
日
高
町
栗く

り

栖す

野の

で
2
1
5
㎜
、
奈

佐
川
上
流
の
辻
で
2
2
6
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
激
し
い
雨
が

降
り
続
き
、
桜
町
の
豊
岡
測
候
所
が
浸
水
し
、
観
測
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
絆
が
人
間
を
救
う

台風23号災害被害状況
◆人的被害　死者７人 
◆住家被害　全壊530世帯
　　　　　　半壊2,943世帯
　　　　　　床上浸水587世帯 
◆廃 棄 物　３万６千トン（現豊岡市の１年分の廃棄物量に相当）

11：00 大雨・洪水警報
13：45ごろ 低い地点で道路冠水が始まる（旧豊岡市）
15：00
～16：10

災害対策本部設置（旧豊岡市、旧城崎・
竹野・日高・出石・但東町）

15：50 避難勧告（旧出石町全域・旧但東町栗尾）
16：45ごろ 赤崎が孤立（旧日高町）
17：55 避難指示（旧出石町河川沿い低地）
18：00ごろ 出石川で破堤（旧出石町寺坂など）
18：05 避難勧告（旧豊岡市港・奈佐地区除く全域）
18：25 自衛隊派遣要請（旧豊岡市）
18：50 避難勧告（旧日高町虹の街）
19：00ごろ 八代川越水（旧日高町）
19：13 避難指示（旧豊岡市梶原など）
19：30ごろ 八代排水機場等停止（旧豊岡市・日高町）
19：40 避難勧告（旧城崎町一の湯下流域）
19：45 避難指示（旧豊岡市港・奈佐地区の宮井除く全域）
23：15ごろ 円山川立野大橋上流破堤確認（旧豊岡市）
23：15ごろ 出石川鳥居橋上流破堤確認（旧出石町）

10.20 主な経過

平
成
16
年
10
月
20
日
、
台
風
23
号
の
影
響
で
激
し
い
降
雨
が
あ
り
、
本
市

は
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
日
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
み
を
考
え
ま
す
。

〜
台
風
23
号
災
害
か
ら
10
年
〜

特集

行方不明者０人
大規模半壊1,104世帯
一部損壊292世帯
床下浸水3,543世帯
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不気味なサイレンとともに、一気に水が自宅の
玄関前に来ました。「荷物より、早く逃げないと」
と言って、車で豊岡北中学校の避難所に行きまし
た。真っ暗な夜でした。すでに多くの人が避難し
ていたため、寒い中、車で一夜を過ごしました。
車の中では眠れず、そのうち夜が明けてきまし
た。外に出て山の上から北の方を見下ろすと、一
夜のうちに豊岡のまちが、茶色の海のようになっ

ていました。自宅の周辺では、50㎝の水が３日間
つきました。配られたおにぎりを三日三晩ほおば
り、怖かった日を過ごしました。
水害のとき、一番困るのが病人とお年寄り、赤

ちゃん。薬とミルクの準備、緊急時の連絡先を決
めておくことが大事だと実感しました。３日分の
食料があればしのげます。災害に備えて、自分の
命は自分で守る自覚が必要だと胸に刻みました。

一夜のうちに泥の海

人と人との絆が人間を救う特集

本市の災害対応への基本的な考え
＝自助・共助・公助＝

台
風
23
号
の
よ
う
に
、

一
時
間
に
20
〜
40
㎜
の

雨
が
降
り
続
く
と
、
各

地
で
浸
水
被
害
や
土
砂

災
害
が
発
生
し
ま
す
。

国
・
県
・
市
で
は
、
堤

防
を
築
き
、
山
の
斜
面

を
補
強
し
て
い
ま
す
が
、

自
然
の
脅
威
は
想
像
を

超
え
る
こ
と
が
あ
り
、
災

害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
に
大
規
模

災
害
の
場
合
、
自
衛
隊

や
警
察
、
消
防
な
ど
が
、

災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
、
全
て
の
人
を
救
助
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
公
助

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、自
ら
の
命
は
自
ら

で
守
る
こ
と（
自
助
）が
重
要

で
す
。日
頃
か
ら
非
常
時
持

出
し
品
の
準
備
や
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
な
ど

は
、
周
り
の
人
の
支
え
が
必

要
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

気
構
え
で
、
共
に
助
け
合
う

こ
と（
共
助
）が
必
要
で
す
。

円山川が越水した結
ゆう

和
わ

橋西詰め
付近（城崎町来日）

崩落した道路（竹野町下
しも

塚
づか

）

堤防の決壊で濁流が流れ込む
（出石町鳥居）

土石流で破壊された建物
（但東町奥赤）

避難所には多くの市民が
（豊岡地域）・朝日新聞社提供

土砂除去のボランティア
（日高地域）

大量に排出された災害廃棄物
（日高町岩中）

堤防の決壊で広範囲に浸水
（梶原など）

災害廃棄物仮置き場
（日高地域）

多くの自治体に支えられた
（豊岡地域）

北村穂
ほ

末
ず え

さん（福田）

自
然
の
脅
威

平　成　16　年　10　月
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円
山
川
は
、
本
川
の
勾
配
が
支

川
よ
り
緩
や
か
で
、
洪
水
が
豊
岡

盆
地
に
集
中
し
や
す
い
地
形
で
す
。

ま
た
、
河
床
勾
配
が
出
石
川
合

流
点
付
近
で
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
下
流
は
９
千
分
の
１
程
度
と

非
常
に
緩
や
か
で
す
。
上
・
中
流

区
間
や
そ
こ
に
流
入
す
る
支
川
の

勾
配
は
下
流
に
比
べ
て
急
で
す
。

こ
の
た
め
、
豊
岡
盆
地
で
は
上
流

の
本
支
川
か
ら
集
中
し
た
水
が
流

下
し
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

盆
地
内
に
位
置
す
る
低
平
地
で
は

大
雨
に
よ
る
内
水
被
害
が
発
生
し

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

豊
岡
盆
地
に
は
人
口
、
資
産
が

集
中
す
る
市
街
地
が
広
が
っ
て
い

る
た
め
、
ひ
と
た
び
洪
水
が
発
生

す
る
と
甚
大
な
被
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。
過
去
の
主
な
洪
水
は
、
外

水
氾
濫
と
内
水
氾
濫
が
相
ま
っ

て
発
生
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

《
参
考
》
円
山
川
水
系
河
川
整
備

計
画（
国
管
理
区
間
）平
成
25
年

3
月
・
近
畿
地
方
整
備
局

円
山
川
の
特
徴
を
知
る

《防災マップ》

《河床勾配》

流
れ
な
い
下
流
域

普段は鏡のように美しい円山川下流域の水面

上：円山川などの地域の主要河川の堤防が決
壊したときに起こりうる最悪の場合の浸水
状況を示しています。100年に１回起こりう
る大雨を想定してしています。豊岡の市街
地のほとんどが水深５ｍ以上の想定です。

左：円山川の河床の勾配を示しています。
河口から10㎞上流に行って高低差約１m、
ほとんど水平状態の河川です。底には海
の水が忍び込んで、カレイやアジが釣れ
るような状態です。

河口からの距離（km）

豊岡市西部版・
東部版（抜粋）
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逃
げ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
で
す
。

市
は
、
円
山
川
本
流
な
ど
の
水
位
に
基
づ
き
避
難
勧
告
な
ど
を
出
し

ま
す
。
そ
の
エ
リ
ア
に
は
、
高
台
で
雨
が
関
係
な
い
人
も
い
れ
ば
、
逆

に
裏
山
が
崩
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、

逃
げ
た
方
が
助
か
る
確
率
が
高
い
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
皆
さ
ん

が
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

自
助
に
も
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者
に
は
、
複
数
の

支
援
者
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
、
病
人
に
は
、
複
数
の
介
助
者
で
対
応
し
、
安
全
な
場
所
ま

で
避
難
し
ま
す
。

▼
目
の
不
自
由
な
方
に
は
、
声
を
掛
け
、
ゆ
っ
く
り
と
誘
導
し
ま
す
。

▼
肢
体
の
不
自
由
な
方
に
は
、
階
段
で
は
２
人
以
上
が
必
要
で
す
。
介

助
者
が
１
人
な
ら
、
ひ
も
な
ど
で
、
お
ぶ
っ
て
避
難
し
ま
す
。

▼
耳
の
不
自
由
な
方
に
は
、
口
を
ハ
ッ
キ
リ
と
開
け
、
分
か
り
や
す
く

伝
え
、
手
話
、
筆
談
、
身
振
り
な
ど
の
方
法
で
正
確
な
情
報
を
伝
え

ま
す（「
災
害
時
安
全
フ
ァ
イ
ル
」を
所
持
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
）。

▼
日
頃
か
ら
避
難
場
所
を
確
認

津
波
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
、
災
害
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
違
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
避
難
場
所
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
非
常
時
の
持
出
し
品
を
準
備

飲
料
水
、非
常
食
品
、衣
類
、懐
中
電
灯
、ラ

ジ
オ
な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
家
に
は
、
3
日
分
を
目
安
に

食
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
早
め
の
避
難
の
心
掛
け

特
に
、
高
齢
者
、
目
や
耳
が
不
自
由
な
方
、

車
い
す
の
方
な
ど
は
、
早
め
早
め
に
避
難
を
し

て
く
だ
さ
い
。

人と人との絆が人間を救う特集

防
災
士
会
は
、
地
域
で
の
自
然
災
害
を
小
さ
く
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
常
に
言
って
い
る
こ
と
は「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
災
害
で
命
を
失
って
は
い
け
ま
せ
ん
。

水
害
に
つい
て
は
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
が
、
水
に

浸
か
る
か
ど
う
か
を
知
って
く
だ
さ
い
。
地
域
の
高
齢
者
に
聞

い
た
ら
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
自
身
の
こ
と
を
知
って
も
ら
う
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
助
け
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

豊
岡
は
水
害
と
は
切
って
も

切
れ
な
い
地
域
で
す
。
上
手
に

付
き
合
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

覚
悟
を
決
め
る
こ
と
で
、
落
ち

着
い
て
行
動
が
で
き
ま
す
。

台
風
23
号
災
害
の
と
き
、民
生
児
童
委
員
と
し
て
区
の
一
人

暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
、障
害
者
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、家
屋
が
浸
水
し
始
め
た
こ
と
に
気
付
か
ず
、避
難

勧
告
が
出
た
と
き
に
は
、外
は
30㎝
ぐ
ら
い
の
水
位
が
あ
り
ま

し
た
。私
は
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
だ
と
感
じ
た
の
で
、約
50

軒
の
対
象
者
に
電
話
で
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
。中
に
は
電

話
に
出
な
い
方
も
あ
り
、と
て
も
不
安
に
感
じ
、区
長
に
お
願

い
し
て
水
防
団
に
確
認
に
行
って
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
き
っ
か
け
に
、区
で
は「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

マッ
プ
」を
作
り
ま
し
た
。

高
齢
者
に
は
、足
腰
が
弱

い
方
も
あ
り
、浸
水
す
る

と
避
難
の
移
動
が
と
て
も

危
険
で
す
。隣
近
所
で
助

け
合
う
仕
組
み
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

自らの命は自らで守ることが「自助」です。
災害時にやるべきことは『逃げる』ことです。
『黄金の72時間』という言葉が防災の世界にあります。例えば、がれきの下に埋まったような場合
に72時間、３日を超えると生存率が極端に下がってしまうという経験則です。
阪神淡路大震災の場合、閉じ込められた家からの脱出者―公的機関による救助はわずか５％、自

力脱出80％、隣近所との助け合い15％といわれています。これが大災害の厳しい現実です。

自分の命は
自分で守る

助け合う仕組み
作りも必要

NPO法人兵庫県防災
士会・豊岡ブロック
事務長　岩崎夏雄さん

元民生児童委員
（西花園区）
山本公子さん

自
助
に
も
課
題
が
…
共
助
の
必
要
性

逃
げ
る
判
断
は
自
身
で

「
自
助
」っ
て
、何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

まずは「自助」
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区分 平成17年（A）平成26年（B）増減（B－A）
限界集落 ９ 23 14
準限界集落 60 169 109

〜 

自
助
の
課
題
を
克
服
・

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま 

〜

下陰区長　西村充春さん

共
助

改
修
前
の
前
川
は
氾

濫
が
多
く
、
下
陰
は
水

害
に
は
関
心
の
高
い
区

で
し
た
。
平
成
16
年
の

台
風
23
号
で
も
、
千
世

帯
の
う
ち
、
お
よ
そ
半

分
が
床
下
・
床
上
浸
水

の
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
出
来
事

が
、自
主
防
災
組
織（
自

主
防
）に
注
力
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
副
区
長

を
受
け
た
と
き
、
災
害

知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
区
長
に
相
談
し
、

県
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
講

座
を
半
年
間
受
け
、
防

災
士
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
自

警
団
に
委
託
し
て
い
た
自
主
防

の
運
営
に
、区
の
役
員
が
参
画
し
、

区
全
体
の
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま

し
た
。
防
災
訓
練（
避
難
、
炊
き

出
し
、避
難
所
立
上
げ
、
消
火
器

操
作
、
土
の
う
積
み
、救
助
な
ど
）

や
災
害
図
上
訓
練
、救
急
救
命
講

習
を
3
本
柱
と
し
て
毎
年
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。

区
内
を
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
組
長
を
配
し
、
区
の

災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
て
い
ま

す
。
各
組
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隣

保
長
や
自
警
団
、
福
祉
委
員
と
も

連
携
し
て
い
ま
す
。

副
区
長
が
自
主
防
の
運
営
実
務

の
責
任
者
と
な
り
、
自
警
団
と
協

力
し
、
訓
練
の
運
営
企
画
を
担
って

い
ま
す
。育
成
会
と
の
連
携
で
、子

ど
も
の
参
加
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

災
害
対
策
に
は「
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や

る
」と
い
う
気
構
え
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
、
他
区
や
中

学
校
と
協
力
し
、
避
難
所
の
運
営

訓
練
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

自分たちでできることは自分たちでやる
～下陰区の取組み～

▲本番さながらの訓練

自警団消火訓練（川原区・出石地域）

若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
や
人

口
減
少
な
ど
で
、
山
間
部
で
は
過

疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
約
半
分
の
区
で

55
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を
超
え
、

中
に
は
2
戸
、
3
戸
の
区
や
高
齢

者
だ
け
の
区
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
小
さ
な
区
で
は
、

組
織
的
な
活
動
が
困
難
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
共
助
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、台
風
の
接
近
や

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、事
前

に
安
全
な
場
所（
避
難
所
、親
類
や

友
人
の
家
な
ど
）に
避
難
す
る
こ
と

や
隣
の
区
と
情
報
共
有
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。

共
助
の
限
界

《本市の限界・準限界集落の区数》

※人口は各年（４月１日現在）の住民基本台帳数
値を使用
※限界集落とは65歳以上の人口比率が50％を超
える集落
※準限界集落とは55歳以上の人口比率が50％を
超える集落
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「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」で
共
助

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

人と人との絆が人間を救う特集
「
孤
立
し
た
、

し
か
し
孤
独
で
は
な
かっ
た
」

台
風
23
号
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
地
域
に
移
り
住
ん

で
い
た
夫
婦
の
言
葉
で
す
。真

夜
中
に
堤
防
が
決
壊
を
し
て

2
階
ま
で
水
が
来
て
、2
人
で

心
細
い
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

夫
婦
は
、
お
互
い
を
励
ま

し
合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し

た
。
夜
中
に
防
災
行
政
無
線

で
市
長
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
朝
に
な
る
と
、
近
所
の

人
が
い
か
だ
に
乗
っ
て
食
料

や
水
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

水
が
引
き
始
め
る
と
隣
近
所
の
助

け
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
や
が

て
遠
方
に
住
む
友
人
た
ち
も
や
っ

て
来
ま
し
た
。

普
段
の
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
小
学
校
単
位
で

の
運
動
会
―
そ
の
一
見
た
わ
い
も

な
い
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
皆
さ
ん
を
救
い
ま
す
。

本
市
で
は『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩

壊
の
危
機
』を
重
要
課
題
と
位
置

付
け
、
現
在
の
区
で
の
地
域
づ
く

り
に
加
え
、
地
区
公
民
館
の
範
域

で
の「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地域コミュニティの強化

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
住
民
に
よ
る
支
え
合

い
を
育
み
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
強
い
地
域
に
な
る
た
め
の

取
組
み
と
し
て「
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
宅
地
図
を
利
用
し

て
住
民
の
関
わ
り
合
い
の
実
態
を

線
で
結
ん
で
い
く
作
業
で
す
。
そ
の

過
程
か
ら
浮
か
び
上
が
って
き
た
地

域
の
課
題
に
つい
て
解
決
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
通
し

て
、
住
民
同
士
に
よ
る
共
助
が
さ

ら
に
強
ま
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
23

2
5
7
3

※イメージ

公
助

国
・
県
・
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

台
風
23
号
か
ら
の
復
興
と
し
て

①
円
山
川
や
出
石
川
、
奈
佐
川
、

稲
葉
川
な
ど
で
の
河
道
掘
削
や
堤

防
の
強
化
②
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

の
円
山
川
架
橋
や
鳥
居
橋
の
架
け

替
え
③
中
郷
や
日
高
町
赤
崎
で
の

新
た
な
築
堤
④
八
代
・
城
崎
・
豊

岡
・
六
方
川
・
桃
島
の
各
排
水
機

の
整
備
⑤
新
し
い
鶴
岡
橋
の
整
備

―
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、気
象
庁
の
降
雨
予
測
デ

ー
タ
を
基
に
し
た
河
川
氾
濫
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
土
砂
災
害
予
測
シ
ス
テ
ム
の
導
入

市
は
県
な
ど
と
共
同
で
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
危
険
度
を
判
定

し
、
素
早
い
避
難
に
役
立
て
ま
す
。

市
は
、
危
険
箇
所
に
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
利
用
し
た
簡
易
雨
量
計
を

設
置
し
ま
し
た
。

■
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

市
役
所
の
新
庁
舎
建
設
を
機
に
、

本
庁
や
各
支
所
、
消
防
本
部
で
情

報
を
共
有
し
、
災
害
に
適
切
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

■
出
前
講
座
や
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

風
水
害
、
地
震
、
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
、
市
内
の
各
地
区
で

開
催
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

台風23号災害から１カ月後、600本のバラが豊岡
市役所に届きました。豊橋市のバラ愛好家の方が
送ってくださいました。
その頃、世間の関心は圧倒的に新潟県中越地震
にいっていました。「もう忘れられたと思っていた」
―避難所の人々は公衆電話で、送ってくださった
方に涙を流しながら感謝の言葉を述べました。
市役所にも生けました。災害復旧で疲れ切り、
心のゆとりを失っていた職員が、笑顔を取り戻しま
した。

災害から10年目の今年８月。市役所に同じ愛好
家の方からバラが届きました。

私たちが懸命に取り戻そうとした『日常』。多く
の人や自治体が、私たちを応援してくださいました。

私たちは、支えられています。
誰かにとって私たちも、そうでありたいです。

▲簡易雨量計

600本のバラ

《支え合いマップ》

市
の
防
災
力
を
強
化
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総
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から
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8
月
29
日
、
平
成
26
年
第
3
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
市
教
育
委
員
会
事
務

局
で
の
事
務
処
理
誤
り
に
つ
い
て

報
告
し
、
お
わ
び
し
ま
し
た
。

そ
の
後
①
豪
雨
災
害
被
災
地
の

丹
波
市
と
福
知
山
市
へ
の
支
援
②

水
害
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
発
起

人
4
市
長
連
名
に
よ
る「
災
害
時

に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
こ
と
」11

か
条
の
全
国
市
区
町
村
長
へ
の
送

付
③
29
会
場
で
開
催
し
た「
市
民

と
市
長
の
座
談
会
」に
つ
い
て
報

告
し
、
当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題

な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

事
業

10
月
に
、
市
・
国
・
県
の
共
催

で「
防
災
の
集
い
」を
開
催
し
ま

す
。第
1
部
は
台
風
23
号
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
演
劇
、
第
2
部
は
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
、

当
時
の
被
災
状
況
や
復
興
の
様
子

の
写
真
展
も
開
催
し
ま
す
。

○
防
犯
灯
お
よ
び
道
路
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

市
管
理
の
防
犯
灯
や
道
路
照
明

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
で
き
て
い
る
の
は

全
体
の
3
・
6
％
で
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
リ
ー
ス

方
式
で
一
斉
に
導
入
し
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
り
ま
す
。

○
高
橋
診
療
所
医
師
の
招
聘へ

い

関
東
の
医
療
法
人
と
基
本
協
定

を
締
結
し
、
診
療
所
開
設
に
向
け

て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
6

月
末
に
開
業
は
困
難
と
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、
協
定
を
白
紙
に
戻
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
後
任
医
師
招
聘
に
努

力
し
ま
す
。

○
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

民
間
委
託

平
成
27
年
4
月
か
ら
民
間
事
業

者
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
、
事
業

者
を
公
募
し
ま
し
た
。
応
募
は
豊

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
1
者
だ

け
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
審
査
を
経
て
、
委

託
先
に
決
定
し
ま
し
た
。

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
全
体
を
管
理
・
指
導
す
る
統

括
業
務
は
、
引
き
続
き
市
が
行
い

ま
す
。

○
民
間
老
人
福
祉
施
設
助
成
事
業

本
事
業
は
、
民
間
事
業
者
の
老

人
福
祉
施
設
整
備
費
等
を
国
が
市

を
経
由
し
て
補
助
す
る
事
業
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
銀
ち
ゃ

ん
の
家
か
ら
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
と
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン

グ
の
整
備
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
国
の
内
定
を
受
け
、

助
成
の
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
推
進

7
月
に
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未

来
・
国
際
か
い
ぎ
を
開
催
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
を「
未
来
へ
！
〜
野

生
復
帰
の
す
す
め
〜
」と
し「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
検
証
事
業
」

の
結
果
を
一
つ
の
柱
に
、
野
生
復

帰
と
地
域
づ
く
り
の
未
来
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

か
い
ぎ
に
は
、
秋
篠
宮
殿
下
、

眞
子
内
親
王
殿
下
を
お
迎
え
し
、

ド
イ
ツ
や
韓
国
か
ら
も
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
国
内
外
の
関
係
者
が

手
を
携
え
て
こ
の
取
組
み
を
成
し

遂
げ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
つ
の
区
切
り
に
、
野

生
復
帰
の
取
組
み
を
さ
ら
に
深
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
国
内

外
で
の
自
然
再
生
に
貢
献
す
る
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

進
入
道
路
・
敷
地
造
成
工
事
は
、

軟
弱
地
盤
対
策
、
切
土
斜
面
崩
壊

対
策
等
に
時
間
を
要
し
、
4
カ
月

遅
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
想

定
外
の
残
土
が
出
て
、
敷
地
造
成

の
地
盤
高
を
変
え
る
必
要
が
生
じ
、

工
期
限
を
12
月
25
日
に
変
更
し
ま

し
た
。

施
設
建
設
工
事
は
、
2
カ
月
遅

れ
で
9
月
か
ら
土
木
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み

ピ
ッ
ト
の
躯く

体た
い

工
事
や
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
掘
削
工
事
は
、
冬

季
で
約
2
カ
月
の
工
事
遅
延
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
約
4
カ

月
の
遅
れ
が
生
じ
る
た
め
、
平
成

28
年
3
月
末
完
成
は
困
難
で
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
の
推
進

7
月
初
め
に
フ
ラ
ン
ス
都
市
連

合
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
か
れ
、
環

境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の

戦
略
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
20
歳
以
上
の
フ
ラ
ン

ス
・
香
港
在
住
者
で
訪
日
旅
行
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

旅
行
情
報
の
入
手
先
や
予
約
方
法
、

本
市
の
観
光
資
源
の
認
知
度
や
興

味
度
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
基
に
英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
12
月
頃
に
実

施
す
る
Ｐ
Ｒ
広
告
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
等
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

11
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン

ド
ン
で
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
規

模
の
国
際
旅
行
見
本
市
Ｗ
Ｔ
Ｍ
と

フ
ラ
ン
ス
の
コ
ル
マ
ー
ル
の
旅
行

博
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
に
出
展
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
調
査

京
阪
神
在
住
の
方
を
対
象
に

「
豊
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
調
査
」

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
各

観
光
地
の「
競
合
」「
強
み
」「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」な
ど
を
分
析
し
、
戦
略

的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

開
設（
東
京
都
）か
ら
3
年
目

の
総
売
上
高
は
2
年
目
と
比
較
し

て
35
％
増
加
し
、
購
入
者
数
も
2

年
目
よ
り
39
％
増
加
し
ま
し
た
。

○
玄
武
洞
公
園
の
整
備

玄
武
洞
公
園
前
の
県
道
の
か
さ

上
げ
に
合
わ
せ
て
、
園
路
内
の
ス

ロ
ー
プ
設
置
、
身
体
障
害
者
用
ト

イ
レ
・
駐
車
場
整
備
、
景
色
を
楽

し
め
る
ス
ペ
ー
ス
設
置
な
ど
を
行

う
た
め
、
玄
武
洞
公
園
整
備
基
本

計
画
と
基
本
設
計
を
策
定
し
ま
す
。
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○
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
の

プ
レ
ゼ
ミ
開
催

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
は
、
歴
史
的

な
集
落
や
町
並
み
で
、
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
全
国
の
地
元
団
体
と
、
そ

の
活
動
を
支
援
す
る
個
人
で
構
成

さ
れ
る
特
定
非
営
利
法
人「
全
国

町
並
み
保
存
連
盟
」が
毎
年
行
っ

て
い
る
事
業
で
す
。

4
月
に
、
地
元
団
体
等
が
中
心

と
な
っ
て
豊
岡
大
会
実
行
委
員
会

を
設
立
し
、
開
催
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

来
年
の
豊
岡
大
会
に
先
立
ち
、

9
月
に
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
が
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
未
来
を
拓ひ

ら

く
人
を
育
む
ま
ち

○「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援新

制
度
」

来
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
合
わ
せ
て
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」を
本
年
度
中

に
策
定
し
ま
す
。

新
制
度
の
実
施
に
当
た
り
、
創

設
さ
れ
る
施
設
型
給
付
・
地
域
保

育
型
給
付
制
度
と
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る

た
め
、
各
施
設
や
事
業
設
備
・
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
四

つ
の
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
い
じ
め
防
止
対
策

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

で
、
各
市
町
に
は
、
い
じ
め
防
止

等
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
責
務
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
教
育
委
員
会
付

属
機
関
と
し
て
、
常
設
で「
豊
岡

市
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
」を
、

重
大
事
態
発
生
時
に
は
、
事
実
関

係
を
調
査
す
る
第
三
者
機
関
と
し

て「
豊
岡
市
い
じ
め
調
査
委
員
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
関
係
条

例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
西
気
地
区
公
民
館
の
整
備

市
は
、
地
元
と
の
協
議
を
経
て
、

旧
西
気
小
学
校
の
特
別
教
室
棟
を

活
用
し
て
西
気
地
区
公
民
館
を
整

備
す
る
計
画
を
立
て
、
昨
年
度
に

実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
元
か
ら
普
通
教
室

棟
が
耐
震
化
等
で
相
当
の
改
修
を

要
し
、
旧
校
舎
全
体
を
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
す
る
展
開
が
困
難
な

た
め
、
整
備
計
画
を
見
直
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
計
画

を
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で

世
界
と
出
会
う
音
楽
祭

世
界
的
な
音
楽
芸
術
と
触
れ
合

う
機
会
を
通
じ
て
、
豊
岡
に
居
な

が
ら
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
ん
な
豊
岡
の
ま
ち
を
誇

り
に
思
う
子
ど
も
を
育
く
み
、「
音

楽
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
弦
楽
器
修

復
の
第
一
人
者
で
あ
る
、
朝
来
市

出
身
の
中な

か

澤ざ
わ

宗む
ね

幸ゆ
き

さ
ん
の
協
力
で
、

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
や
ベ
ー
ト
ー
ベン
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
等
で
優
勝
し
た
ヘン
リ
・

シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
な
ど
の

著
名
な
演
奏
家
の
ほ
か
、
バッハ
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
岡
本
誠せ

い

司じ

さ
ん
な
ど
、
今
世
界
で
活
躍
し
、

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
の
若

手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニス
ト
を
招
き
ま
す
。

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

6
月
の
「
日
本
劇
作
家
大
会

2
0
1
4
豊
岡
大
会
」後
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
滞
在
制
作
は
本
格
化

し
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も

続
々
と
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年

度
も
、
海
外
か
ら
の
7
件
を
含
む

15
件
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
30
年
が
経
過
し
た
設

備
の
不
具
合
が
表
面
化
し
、
早
急

に
改
修
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の
機
能
強

化
と
将
来
の
維
持
管
理
費
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
給
排
水
管
の
改
修
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
館
内
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
補
正
予
算
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金　

本
市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
」

と
い
う
名
称
で
寄
付
募
集
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
②
市
の
特
産
品
等

の
特
典
の
追
加
③
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
寄
付
方
法
の

導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
・

市
民
公
募
事
業

来
年
度
、
新
豊
岡
市
が
誕
生
し

て
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
考
え
、

実
施
す
る
10
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
審
査

後
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
今
年
中
に
イ
ベ
ン
ト
を
募
集

し
て
決
定
す
る
た
め
、
債
務
負
担

行
為
の
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
名
誉
市
民
条
例

同
条
例
案
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
公
共
の
福
祉
の

増
進
ま
た
は
文
化
の
興
隆
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
が
卓
絶
な
方
に
名

誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
栄

誉
を
顕
彰
す
る
条
例
案
を
提
出
し

ま
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
高
原
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」活
性
化
運
行

第
2
期
社
会
実
験
の
利
用
者
数

は
目
標
乗
車
人
員
に
は
達
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
運
賃
収
入
が
減
収
と

な
っ
た
一
方
で
、
沿
線
小
中
学

生
の
通
学
費
補
助
の
支
出
は
減

額
と
な
り
、
市
の
財
政
全
体
で

1
1
5
万
4
千
円
の
負
担
軽
減
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
実
験

を
通
し
て
、
神
鍋
地
域
の
皆
さ
ん

が
地
域
課
題
を
共
有
し
、
解
決
し

よ
う
と
す
る
新
た
な
取
組
み
が
生

ま
れ
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
評
価
し「
活
性
化
運

行
」へ
と
移
行
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の利用

促
進

平
成
23
年
度
以
降
、
冬
季
ダ
イ

ヤ
の
午
後
便
が
、
夏
季
ダ
イ
ヤ
よ

り
2
時
間
程
度
繰
り
上
げ
ら
れ
、

利
便
性
が
低
下
。
し
か
し
、
要
望

の
結
果
、
本
年
度
の
冬
季
ダ
イ
ヤ

は
、
夏
季
同
様
の
ダ
イ
ヤ
で
運
航

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

県
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

利
活
用
検
討
会
議
」を
設
置
し
、

東
京
直
行
便
や
空
港
施
設
の
多
面

的
利
用
な
ど
を
検
討
し
、
具
体
的

な
方
策
を
ま
と
め
ま
す
。



も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

◆
一
般
の
部

無
駄
は
捨
て
む
だ
を
拾
っ
て
子
や

孫
へ 

（
ハ
タ
谷
の
栃
）

お
風
呂
の
湯
残
り
は
明
日
の
洗
濯

に 

（
の
ん
）

食
べ
残
し
手
を
変
え
味
変
え
再
調

理 

（
武
藤
哲
）

議
員
さ
ん
あ
ん
な
に
居
て
は
も
っ

た
い
な
い 

（
臨
海
和
笑
）

雨
水
を
貯
め
て
活
用
水
や
り
に

 

（
村
尾
い
つ
子
）

ち
ょ
っ
と
待
て
買
う
の
は
早
い
直

る
か
も 

（
村
尾
利
一
）

一
粒
も
も
っ
た
い
な
い
と
無
駄
に

せ
ず 

（
村
尾
肇
）

包
装
紙
も
っ
た
い
な
い
と
再
利
用

 

（
村
尾
八
恵
子
）

も
っ
た
い
な
い
世
界
を
結
ぶ
エ
コ

ロ
ジ
ー 

（
本
木
和
彦
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー 

（
匿
名
）

た
く
さ
ん
の
買
い
物
袋
ぶ
ら
さ
げ

て 

（
せ
ん
り
ゅ
う
）

ゴ
ミ
の
山
地
球
に
悪
い
リ
サ
イ
ク

ル 

（
む
っ
ち
）

野
菜
の
皮
分
厚
く
切
り
す
ぎ
も
っ

た
い
な
い 

（
Ａ
）

東
京
か
ら
、
北
海
道
か
ら
　
移
住
し
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊

竹
野
浜
で
活
躍
中
！

　
4
月
1
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊（
※
1
）と
し
て
、
青
栁
順
子
さ

ん
と
森
定
佑
実
子
さ
ん
が
竹
野
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
二
人
の
紹
介

と
春
夏
の
活
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
!
」と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
た
二
人
は
、

今
年
1
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

『
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ア
』で
豊
岡
市

の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
竹
野
浜
自
治
会
の
取
組
み
と
竹

野
の
海
の
美
し
さ
に
惹ひ

か
れ
、
豊

岡
市
竹
野
町
へ
の
移
住
を
決
断
し

ま
し
た
。

　

二
人
は
竹
野
浜
自
治
会
地
域
の

住
民
自
ら
が
策
定
し
た「
竹
野
浜

ふ
る
さ
と
自
立
計
画
」の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
※
2
）の
推
進
や
、
空
き

家
の
利
活
用
な
ど
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
活
動
を
地
域
の
方
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、英
語
が
堪
能
な
森
定
さ

ん
は
竹
野
浜
に
訪
れ
る
外
国
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
青
栁
さ
ん

は
海
水
浴
客
の
笑
顔
の
写
真
を
ボ

ー
ド
に
貼
り
出
す
活
動
な
ど
に
も

自
主
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
内
に
空
き
家
を
借
り
て
暮

ら
し
て
い
る
二
人
が
、
海
の
美
し

さ
と
と
も
に
感
動
し
た
こ
と
は
、

〝
地
域
の
方
の
温
か
さ
〞で
す
。

　

お
隣
さ
ん
や
近
所
の
方
と
の
触

れ
合
い
や
、
住
民
の
方
か
ら
野
菜

や
魚
な
ど
の
お
裾
分
け
は
、
人
の

温
か
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　
「
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
地
域
を
知
る
こ
と
」。
二

人
は
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
な
が
ら

竹
野
浜
地
域
を
走
り
回
り
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
課

　

☎
21

9
0
2
0

※
1
　
都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の

人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
定
住
・
定
着
を

図
る
こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
取
組
み

※
2
　
和
み
の
灯
り（
行
灯
）を
路

地
等
に
設
置
・
点
灯
し
、情
緒
あ
る

風
景
を
生
む『
ロ
ジ
ナ
リ
エ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』や
、
散
策
を
通
じ
て

竹
野
浜
の
歴
史
や
自
然
資
源
を
地

域
外
へ
も
発
信
す
る『
ブ
ラ
タ
ケ

ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』な
ど

森定佑実子さん
　自然を身近に感じること
ができる！　周りを見渡せ
ば、海や川、半島や山があり、
夜には空一面に星が輝いて
います。夏には海水浴、秋
ごろまではカヌー、冬には
カニと魅力が盛りだくさん
です。

　来る直前はとても不安で
したが、地域の方々に支え
られながら、少しずつ不安
が消えていきました。地域
の方々から野菜や果物など
の差し入れをいただいたと
きは、うれしくて涙が出ます。
次の日も頑張ろうと心の中
で思う瞬間です。

　まだまだ知らなければい
けないことがたくさんあり
ますが、今の一番の目標は
「空き家の利活用の成功事例
をつくること」です。現在
も検討委員会などに参加し、
地域の方々と一緒に、この
地域にとってより良い利活
用の方法を検討しています。
この計画を成功させること
ができるよう頑張ります。

　カナダ、韓国、オーストラ
リアにそれぞれ約１年間の
留学経験があり、特に英語
が堪能。培った語学力と国
際的な感覚を生かした地域
づくり活動を行うため、地
域おこし協力隊に志願。
（もりさだゆみこ・28）北
海道苫小牧市出身

青栁順子さん
　春に来た時はとても静かで
柔らかな雰囲気とゆったりと
した時間経過を感じました。
夏のにぎわいのイメージを持
つことができませんでしたが、
多くの観光客が訪れ、大変な
にぎわいでした。この二面性
が個人的に気に入っています。

　東京に居た時よりも近所付
き合いが強く感じられます。
最初は「こんなに頼っていい
のだろうか？」と若干不安に
なりましたが、今では「ただい
ま帰りました」と話し掛け「お
帰り、今日はどこに行ってき
たんだい？」と尋ねられるの
が、毎日の小さな楽しみです。

　夏＝海水浴、冬＝カニすき
という目玉がありますが、春
と秋は集客に困っているとい
う話をよく聞きます。春を過
ごしてみて、夏には味わえな
い素敵な風景をたくさん見つ
けました。春・秋の竹野もいい
んだぞということを多くの人
に発信し知ってもらいたいで
す。そして、一人でも多くの
方に「竹野での思い出」を作っ
てもらえるように頑張ります。

　理科の教諭として埼玉県の
高校に４年間勤務。赴任校の
閉校を機に「自然豊かな場所
で暮らしたい」という夢をか
なえるため、また地域を元気
にするため、地域おこし協力
隊に志願。剣道は三段の腕前。
（あおやぎじゅんこ・26）東
京都練馬区出身

元気に活動する青栁さん（左）と森定さん
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地域を知る、見つめ直す。……“ふるさと発見最前線”

竹野の印象は？

竹野での暮らしは
どうですか？

今後の意気込みは？

プロフィール

平成26年ホタル調査の結果報告

▲平成26年ホタル生息調査の結果（毎年、夏季の約１カ月間調査）

▲上図中央部分の拡大図

　
「
お
じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
昔
ホ
タ
ル
が
い
た
場
所
を

調
べ
ま
し
た
」「
調
査
に
18
回
行
き
ま
し
た
」│
。
こ
れ

ら
は
、
小
学
生
か
ら
の
報
告
書
に
記
さ
れ
た
言
葉
で
す
。

　
今
年
の
夏
の「
ホ
タ
ル
調
査
」結
果
を
報
告
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課　
☎
21

9
0
1
7

　

6
月
13
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て

「
豊
岡
の
ホ
タ
ル
調
査
」を
行
い
ま

し
た
。
今
回
も
市
内
の
小
学
校
に

も
呼
び
掛
け
、
91
件
・
1
6
8
カ

所（
昨
年
61
件
・
1
0
7
カ
所
）か

ら
調
査
報
告
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
場
所
の
再
調

査
は
も
と
よ
り
、
中
に
は
、

期
間
中
18
回
も
調
査
し
た
小

学
生
も
い
ま
し
た
。
お
じ
い

さ
ん
が
孫
を
連
れ
て
昔
ホ
タ

ル
が
い
た
場
所
を
調
査
し
た
家
族

な
ど
、ホ
タ
ル
は
、思
い
出
の
中
に

も
光
を
と
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
上
図
の
と
お
り
、
ホ
タ

ル
の
分
布
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
個

体
数
の
報
告
で
は
、
全
体
的
に
昨

年
よ
り『
少
な
か
っ
た
』と
い
う
結

果
に
。
ま
た
調
査
時
期
よ
り
も
早

く
出
現
し
た
場
所
が
あ
る
な
ど
、

市
民
調
査
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

分
か
る
こ
と
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
、
ホ
タ
ル
だ
け
で

な
く
身
近
な
生
き
も
の
を
対
象
に

し
た
市
民
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ カ

美しい海が魅力

竹を割り器作り

雨でも頑張るぞ！

受
け
入
れ
先
を
募
集

来
年
度
、
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
協
力
隊

と
一
緒
に
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に

向
け
た
活
動
を
行
い
た
い
地
域（
地
区
や

区
な
ど
）は
、
10
月
24
日（
金
）ま
で
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
課（
☎
21

－

9
0
2
0
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト 

㉔

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
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■
エ
コ
検
定
合
格
で

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
お
う
♪

　

エ
コ
検
定
は
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
環
境
問
題
を
幅
広
く
体
系
的

に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
環
境
教
育
の
入
門
編
」と
し
て
、

幅
広
い
業
種
・

職
種
の
方
が
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
2
回

目
と
な
る「
第

17
回
エ
コ
検

定
」が
、
12
月

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
合
格
し
た
方

に
は
、
合
格
証
が
送
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
市
役
所
に
持
参
す
る
と
、

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
5
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
ま
す
。

○
第
17
回
エ
コ
検
定

▽
試
験
日　

12
月
14
日（
日
）午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

市
で
は
、環
境
行
動
の
成
果
が

形
と
な
っ
て
表
れ
、実
感
で
き
る

仕
組
み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
会
や
賞
品
な
ど
の
情
報
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

－

4
4
8
0

▽
試
験
会
場　

豊
岡
商
工
会
議
所 

会
議
室（
大
磯
町
）

▽
対
象　
学
歴
・
年
齢
・
性
別
・

国
籍
に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
受
験
料　

5
4
0
0
円（
消
費

税
を
含
む
）

▽
申
込
期
限　

10
月
31
日（
金
）

▽
申
込
み　

東
京
商
工
会
議
所
検

定
セ
ン
タ
ー

　

☎
03

－

3
9
8
9

－

0
7
7
7

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
）

　
ホ http://w

w
w
.kentei.org/

eco/

▽
問
合
せ　

豊
岡
商
工
会
議
所　

☎
22

－

4
4
5
6

○
第
7
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

抽
選
会

▽
日
時　

11
月
16
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
2
時

▽
場
所　

豊
岡
稽
古
堂
1
階

▽
そ
の
他

・
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
10
ポ
イ
ン

ト
で
1
回
抽
選
で
き
ま
す
。

・
抽
選
会
は
、
11
月
と
平
成
27
年

3
月
の
あ
と
2
回
で
す
。
現
在

お
持
ち
の
ポ
イ
ン
ト
券
の
使
用

期
限
は
平
成
27
年
3
月
で
す
。

・
抽
選
会
の
賞
品
を
提
供
・
協
賛

い
た
だ
け
る
事
業
所
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
4
区（
西
花
園
区
・
下
陰
区
、

桑
野
本
区
、
岩
中
区
）を
指
定
し
、

健
康
運
動
教
室
の
開
催
や
歩あ

る

キ
ン

グ
を
通
し
て
、
個
々
の
健
康
状
態

の
変
化
や
、
地
域
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
26
日
、
運
動
指
導
を
監
修

し
て
い
る
熊
本
大
学
教
授
の
都つ

竹づ
く

茂
樹
さ
ん
を
下
陰
区
に
招
き「
玄

さ
ん
元
気
教
室
の
つ
ど
い
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
参
加
者
の
声
と

都
竹
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。

■
私
の
成
果
発
表（
健
康
運
動
教

室
参
加
者
の
声
）

・
教
室
に
参
加
し
て
、
知
り
合
い

が
増
え
た
こ
と
や『
姿
勢
が
良

く
な
っ
た
』と
言
わ
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
。「
一
日
で
も
長
く

一
人
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
」を

目
標
に
し
た
い
。

・
歩
く
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
く

な
っ
た
。
歩
く
こ
と
で
、
季
節

感
を
味
わ
え
る
の
が
良
い
。

・
教
室
を
通
し
て
仲
間
が
で
き
、
一

緒
に
歩
い
て
温
泉
に
入
っ
て
帰

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

都
竹
さ
ん
か
ら「
体
重
が
減
っ

た
と
言
わ
れ
た
方
が
い
た
が
、
筋

肉
量
を
落
と
さ
ず
に
体
脂
肪
が

減
っ
て
い
る
。
ま
た
、
血
液
検
査

の
結
果
も
良
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
2
年
間
続
け
て
健
康
づ
く

り
に
き

ち
ん
と

取
り
組

ん
だ
成

果
。
素

晴
ら
し

い
こ
と

で
す
」と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た「
歩
く
こ
と
と
筋
ト
レ

は
、
適
切
な
方
法
で
続
け
て
ほ
し

　

教
室
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

知
り
合
い
と
筋
肉
が
増
え
ま
し
た
。

歳
を
取
っ
て
も
、
2
階
に
上
が
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
筋
ト
レ

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

い
。
筋
肉
を
付
け
て
、
太
り
に
く

く
健
康
な
カ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
ょ

う
！
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

■
健
康
づ
く
り
は
楽
し
い
！

　

モ
デ
ル
事
業
も
3
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
運
動
す
る
こ
と
の
効
果

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
歩
く
こ
と

を
通
じ
て
顔
見
知
り
に
な
り
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
合
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
カ
ラ
ダ
を
動
か
す
こ
と
を
楽

し
い
と
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
の
中
で
、
み

ん
な
で
健
康
づ
く
り
を
楽
し
む
意

識
が
高
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
で
も
、
み
ん
な

で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

Dr. 
ツ
ヅ
ク
が
や
っ
て
き
た
！ 

in 

下
陰
区

〜
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
を
楽
し
む
人
が
増
え
始
め
て
い
ま
す
〜

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24

－

1
1
2
7

▲参加者：藤原百合子さん▲都竹茂樹さん

▲内もも引き締めの筋トレ
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
か
か
り

に
く
く
な
っ
た
り
、
か
か
っ
て
も

重
症
に
な
る
こ

と
を
防
止
す
る

効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高

齢
者
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
市
民
で
接
種
を
希

望
す
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、

心
臓
･
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
の
障
害
な
ど
で
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
、
お

よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

で
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
方

▼
接
種
期
間　

10
月
1
日（
水
）〜

平
成
27
年
1
月
31
日（
土
）

▼
接
種
回
数　
1
回

▼
自
己
負
担　
1
3
0
0
円（
市
民

税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
は
全
額
免
除
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
実
施

※
料
金
の
免
除

を
希
望
の
方

は
、
予
防
接

種
時
に
医
療

機
関
で
申
し

出
て
く
だ
さ

い
。
料
金
を
支
払
っ
た
後
で
の

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
･
生
活
保
護
の
方
は
印
鑑

（
自
己
負
担
金
免
除
申
請
書
兼

同
意
書
の
記
入
の
際
に
必
要
）

※
接
種
に
必
要
な
予
診
票
･
同
意

書
は
協
力
医
療
機
関
、
健
康
増

進
課
、
各
支
所
市
民
福
祉
係
に

置
い
て
い
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
･
長
期
入
院
・

施
設
入
所
な
ど
の
理
由
で
、
市

外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
福
祉
係
に
事
前
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
保
健
医

療
政
策
係
☎
24

－

1
1
2
7

平成26年度 豊岡市高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関一覧

医療機関名 住　所 電話番号
公立豊岡病院 戸牧1094 22－6111
公立日高医療センター 日高町岩中81 42－1611
公立出石医療センター 出石町福住1300 52－2555

医療機関名（豊岡） 住　所 電話番号
あかまつ小児科 九日市下町119 22－0700
いがらし医院 城南町5－11 29－2766
浮田整形外科 若松町7－5 29－0017
江本内科クリニック 江本503 29－0333
大井医院 城南町8－12 24－1001
小幡内科医院 中陰376－22 24－2511
きょうこ内科クリニック 寿町2－36 24－7772
クリニック冨江 若松町5－38 22－3100
さくらクリニック 弥栄町1－32 23－8668
しば耳鼻咽喉科医院 戸牧299－8 29－0115
しらゆり診療所 小田井町17－7 24－7201
田中クリニック 正法寺631 29－3100
中治内科クリニック 京町5－43 24－1890
中島医院 高屋1054 24－9500
中田医院 瀬戸77－20 28－2016

風
ふう
発達クリニック

※利用者の家族のみ
戸牧1029－11 37－8001

舟木内科医院 京町3－21 22－3538
モリヤマ診療所 桜町11－7 23－5100
やすだ内科クリニック 戸牧37－5 22－1159
由利医院 大磯町9－53 22－2382
吉田クリニック 圡渕133－1 26－8188
ろっぽう診療所 今森465－1 24－7007

医療機関名（城崎） 住　所 電話番号
浅見医院 城崎町湯島349－1 32－2610
藤本医院 城崎町来日128－7 32－3181

医療機関名（竹野） 住　所 電話番号
内山医院 竹野町竹野344 47－0010
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47－0005
森本診療所 竹野町森本513－1 48－0001

医療機関名（日高） 住　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230－2 42－0885
北見医院 日高町松岡347－1 42－5300
北村内科 日高町日置29 42－3110
谷垣医院 日高町伊府660 44－0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170－1 42－5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212－1 42－1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400－13 42－3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60－34 45－0003

医療機関名（出石） 住　所 電話番号
中沢医院 出石町本町66 52－5803
平位医院 出石町福住383-7 52－0511
藤原医院 出石町松枝105 52－2301
由良内科クリニック 出石町八木36 52－2006
和田内科クリニック 出石町町分131-3 53－2788

医療機関名（但東） 住　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合76 54－0011
資母診療所 但東町中山788 56－0303
高橋診療所 但東町久畑126 55－0036

■病院 市外局番（0796）

※公立豊岡病院では継続治療中の方のみ予約できます。

■診療所
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子
ど
も
の
発
達
を
知
り
、
子
ど
も
を
支
え
る

⑥
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
理
解
の
発
達

は
、
今
ど
の
段
階
？
…「
目
の

前
に
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
分
か

る
」「
目
の
前
に
な
い
も
の
も
分

か
る
」「
左
右
や
物
事
の
道
理

（
ル
ー
ル
）の
よ
う
に
、
目
に
見

え
な
い
抽
象
的
な
こ
と
も
分
か

る
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

が
あ
り
ま
す
。

・「
注
意
力
」は
、
今
ど
の
程
度
？

…「
正
面
か
ら
な
ら
」「
近
く
か

ら
な
ら
」「
大
き
な
声
な
ら
」な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
り

ま
す
。

・「
聴
く
力
」は
、
今
ど
の
程
度
？

…「
短
い
単
語
を
一
つ
だ
け
な

ら
聴
け
る
」か
ら「
長
い
単
語
も

二
つ
三
つ
聴
け
る
」ま
で
、
段

階
が
あ
り
ま
す
。

■
発
達
を
促
す
関
わ
り

　
「
こ
と
ば
の
意
味
を
分
か
る
力
」

の
発
達
を
促
す
た
め
に
、
今
の
段

階
に
応
じ
た
声
掛
け
を
増
や
す
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。「
注
意
力
」や

「
聴
く
力
」の
発
達
を
促
す
た
め
に
、

音
楽
を
聴
い
て
、
体
を
動
か
す
遊

び
を
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
聴
き
取
れ
る
力（
量
）の

成
長
に
応
じ
て
、
声
掛
け
の
長
さ

を
少
し
づ
つ
長
く
し
て
い
く
の
も

お
勧
め
で
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
母
子
保

健
係
☎
24

－

1
1
2
7

　

乳
幼
児
期
は
、
一
生
の
う
ち
で

最
も
発
達
が
盛
ん
な
時
期
で
、
子

ど
も
は
日
々
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
変
化
が
激
し
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
の
発
達
を
的

確
に
捉
え
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
と
ば

　

8
月
25
日
号
で「
人
は
社
会
の

中
で
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
他
の
人
と
う
ま
く
付

き
合
う
す
べ（
社
会
性
）を
育
ん
で

き
た
」と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

人
が
育
ん
で
き
た
社
会
性
の
集

大
成
の
一
つ
が「
こ
と
ば
」で
す
。

相
手
の
こ
と
を
よ
り
正
確
に
知
り
、

自
分
の
こ
と
を
相
手
に
よ
く
分

か
っ
て
も
ら
う
上
で
、
こ
と
ば
は

と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
と
ば
の
理
解

　

こ
と
ば
の
理
解
と
聞
く
と「
こ

と
ば
の
意
味
を
分
か
る
力
」に
注

目
し
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
話
し
掛
け
ら
れ
た
こ

と
ば
に
注
意
を
向
け
る「
注
意
力
」、

話
し
た
こ
と
を
受
け
取
る「
聴
く
力

（
音
を
聴
き
分
け
る
力
、
長
い
単
語

も
聴
き
取
る
力
）」も
こ
と
ば
の
理

解
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
発
達

■
こ
と
ば
の
理
解
の
育
ち
の
過
程

・
3
カ
月
ご
ろ
：
声
の
す
る
方
に

首
を
回
す
。

・
1
歳
ご
ろ
：「
ブ
ー
ブ
は
ど

こ
？
」と
尋
ね
る
と
、
そ
ち
ら

を
見
る
。

・
1
歳
6
カ
月
ご
ろ
：「
新
聞
を

持
っ
て
き
て
」な
ど
の
指
示
に

従
う
。

・
2
歳
ご
ろ
：「
机
の
上
に
置
い

て
あ
る
新
聞
を
持
っ
て
き
て
」

な
ど
の
指
示
に
従
う
。

・
3
歳
ご
ろ
：
帽
子
や
鉛
筆
な
ど

の
身
近
な
品
物
の
用
途
が
分
か

る
。

・
4
歳
ご
ろ
：
歌
を
10
曲
以
上
歌

え
る
。

・
5
歳
ご
ろ
：
左
右
が
分
か
る
。

な
ぞ
な
ぞ
遊
び
が
で
き
る
。

※
発
達
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
健

康
増
進
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
発
達
に
合
っ
た
関
わ
り

　

子
ど
も
の
、
そ
の
時
の「
こ
と
ば

の
理
解
の
力
」を
見
極
め
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

◎
見
極
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

・「
こ
と
ば
の
意
味
を
分
か
る
力
」

　

豊
岡
建
設
技
術
者
養
成
セ
ン
タ

ー
で
は
、
失
業
者
な
ど
を
雇
用
し
、

施
工
管
理
な
ど
を
行
う
建
設
技
術

者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
施
工
管
理
と
は
、
工
事
の
安
全
・

品
質
・
工
期
な
ど
を
適
切
に
管
理

す
る
仕
事
で
、
書
類
作
成
・
設
計

な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
現
場
で

の
監
督
の
両
方
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
代
表
の
川
嶋　
実
さ
ん

は「
建
設
業
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

災
害
復
興
な
ど
、
人
の
暮
ら
し
・
命

の
安
全
に
関
わ
る
大
切
な
地
場
産
業
。

業
界
に
と
っ
て
、
人
材
育
成
・
確
保

は
急
務
で
す
。
セ
ン
タ
ー
が
求
め
る

の
は
、
能
力
よ
り
も
ま
ず
、
学
ぶ
意

欲
の
あ
る
方
で
す
。
専
門
的
な
こ
と

は
、
我
々
が
ゼ
ロ
か
ら
教
え
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
地
域
の
担
い
手
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
実
際
の
仕
事
を
学
ぶ

ほ
か
、
専
門
施
設
で
研
修
を
行
い
、

実
務
に
役
立
つ
知
識
と
技
術
を
習

得
で
き
ま
す
。

　
7
月
に
入
校
し
た
二ふ

た

見み

理
津
子
さ

ん
は「
道
具
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と

か
ら
始
め
、
今
は
Ｃ
Ａ
Ｄ（
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
製
図
）や
測
量
、
書
類

作
成
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
仕

事
で
は
、
多
く
の
方
と
協
力
し
て
一

つ
の
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
、

楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
訓
練
修

了
後
は
、
土
木
の
仕
事
に
就
く
こ
と

が
目
標
で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

《
豊
岡
建
設
技
術
者

養
成
セ
ン
タ
ー
概
要
》

・
期
間　

第
2
期（
予
定
）：
平
成

27
年
3
月
〜（
1
月
募
集
開
始
）

・
受
講
対
象
者　

失
業
者
・
非
正

規
労
働
者

・
勤
務　

週
5
日

・
給
与　

時
給
9
0
0
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
豊
岡
建
設
技

術
者
養
成
セ
ン
タ
ー（
豊
岡
建

設
会
館
内
）
☎
23

－

6
3
1
5

人
づ
く
り
へ
の
挑
戦
３ 『
豊
岡
建
設
技
術
者
養
成
セ
ン
タ
ー
』

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
☎
23

－

4
4
8
0



○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

兵
庫
県
豊
岡
市
○
○
町
○
○
番
地

氏

　
　名

　
　㊞

○
○
株
式
会
社 

代
表
者 

様

切 

手
契
約
解
除
通
知
書

一
、
契
約
日

　
　平
成

　年

　月

　日

一
、
販
売
業
者

　○
○

　会
社

一
、
契
約
内
容

一
、
契
約
金
額

　金
○
○
○
円

　右
記
の
契
約
の
解
除
を
申
し
出
ま
す
。

　

※

（
な
お
、支
払
い
ま
し
た
現
金
○
○
円
を

至
急
現
金
に
て
返
金
く
だ
さ
い
。）

平
成

　
　年

　月

　日
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で
す
。
先
日

も
夕
食
を
配

達
し
た
際
に
、

そ
の
前
に
配

達
し
た
昼
食

を
ほ
と
ん
ど

食
べ
て
お
ら
ず
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
っ
た
の
で
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
見
守
り
事
業
と
の

連
携
で
の
課
題
は
？

　

配
達
し
て
い
て
、
特
に
一
人
暮

ら
し
の
方
が「
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
求
め
て
い

る
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
活

相
談
を
受
け

た
場
合
に
、

本
人
に
了
解
を
得
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
な
い
だ

ほ
う
が
よ
い
の
か
判
断
に
迷
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
生
活
を
、

「
食
」を
通
じ
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　

見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
ま
ご
こ
ろ
弁
当
豊
岡
店（
配
食

事
業
者
）

■
協
力
事
業
所
に
な
っ
た
経
緯
は
？

　

当
事
業
所
は
、
市
内
の
一
部
地

域
で
、
弁
当

を
手
渡
し
で

配
達
す
る
こ

と
を
基
本
ス

タ
イ
ル
と
し
、

安
否
確
認
を

兼
ね
た
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

の
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
事
業
に

協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
気
を
付
け
て
い
る
点
は
？

　

配
達
時
に
配
達
し
た
弁
当
を
ど

れ
く
ら
い
食
べ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
、
本
人
の

様
子
を
伺
う
こ

と
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

　

最
近
、
夏
の

暑
さ
で
体
調
を

崩
す
方
が
多
い

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊　

6

　
協
力
事
業
者
紹
介
②（
配
食
事
業
者
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　

訪
問
販
売
な
ど
の
不
意
打
ち
的

な
取
引
や
、
マ
ル
チ
商
法
な
ど
の

複
雑
で
リ
ス
ク
が
高
い
取
引
の
契

約
を
し
た
場
合
に
、
一
定
期
間
で

あ
れ
ば
、
無
条
件
で
、
一
方
的
に

契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

契
約
の
種
類
と
期
間

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

期
間
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
計
算
し
ま
す
。

▽
訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
販
売
・

訪
問
購
入
：
8
日
間

▽
特
定
継
続
的
役
務
提
供（
エ
ス

テ
・
学
習
塾
・
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）：
8
日
間

▽
連
鎖
販
売
取
引（
マ
ル
チ
商
法
）

　

：
20
日
間

▽
業
務
提
携
誘
引
販
売
取
引（
内

職
商
法
、
モ
ニ
タ
ー
商
法
な

ど
）：
20
日
間

　

他
に
も
、
金
融
商
品
や
宅
地
建

物
の
契
約
な
ど
で
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
取
引
が
あ
り

ま
す
。

※
通
信
販
売
や
自
発
的
に
店
舗
に

出
向
い
て
買
い
物
を
し
た
と
き

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
66

〜
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
っ
て
な
に
？
〜

に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

契
約
は
慎
重
に

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
で
も

事
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
け
れ
ば
、

解
約
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
に
電
話
を
掛

け
て
も
、
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
は
、
十
分

検
討
し
て
慎
重
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
必
ず

書
面
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
は
が

き
で
で
き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る

場
合
は
、
販
売
会
社
と
信
販
会

社
に
同
時
に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

○
は
が
き
は
、
出
す
前
に
証
拠
と

し
て
両
面
を
コ
ピ
ー
し
ま
し
ょ

う
。

○「
特
定
記
録
郵
便
」な
ど
の
記
録

に
残
る
方
法
で
、
代
表
者
宛
て

に
送
付
し
、
は
が
き
の
コ
ピ
ー

と
送
付
の
記
録
は
、
一
緒
に
保

存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
支
払
っ
た
お
金
は
、
全
額
返
金

さ
れ
ま
す
。
商
品
の
引
き
取
り

料
金
は
事
業
者
負
担
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ「
は
が
き
」の

書
き
方

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1

　

契
約
書
面
の
記
載
内
容
に
不
備

が
あ
る
場
合
な
ど
、
期
間
を
過
ぎ

て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
豊
岡
市
く
ら
し
の

相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
表
面
）

（
裏
面
）
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本
市
は
、
8
月
16
日
か
ら
の
大

雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
丹
波

市
と
京
都
府
福
知
山
市
に
、
災
害

復
旧
支
援
の
た
め
の
職
員
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　

丹
波
市
に
は
、
8
月
18
日
か
ら

給
水
や
廃
棄
物
処
理
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

給
水
支
援
は
現
在
も
続
け
て
い
ま

す
。
同
市
に
は
、
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
、
多
く

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
駆
け
付

け
ま
し
た
。

　

本
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
福
知
山
市
に
は
、
19

日
か
ら
、
廃
棄
物
の
処
理
や
家
屋

被
害
調
査
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

▲稀少な野生馬タヒをすぐ近くで観察
できた

▲福知山市内での支援活動の様子

▲丹波市内での支援活動の様子

▲（右から）初めての来館で、400万人
目となった古木初美さんと敬次さん

〜
一
日
も
早
く
復
旧
し
ま
す
よ
う
に
〜

大
雨
に
よ
る
被
災
地
・
丹
波
市
と
福
知
山
市
に
災
害
派
遣

〜
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず　

大
草
原
の
国
を
体
感
〜

「
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
使
節
団
」帰
国
報
告
会
を
開
催

〜
開
館
か
ら
14
年  

人
と
自
然
の
共
生
を
Ｐ
Ｒ
〜

祝　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館
者
４
０
０
万
人
達
成
！

【
８
月
】

9
日
・
豊
岡
市
災
害
対
策
本
部
設
置

（
10
日
・
廃
止
）

・
竹
野
・
日
高
・
出
石
・
但
東

地
域
災
害
警
戒
本
部
設
置

（
10
日
・
城
崎
設
置
、
全
地

区
廃
止
）

11
日
・
平
成
26
年
度
ひ
ょ
う
ご
海
外

研
修
員
受
入
れ（
〜
12
日
）

18
日
〜
大
雨
被
災
地
支
援（
丹
波
市
、

19
日
〜
福
知
山
市
）

21
日
・
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
と

の
合
同
水
難
救
助
訓
練

23
日
・
東
日
本
大
震
災
被
災
に
よ
る

三
条
市
へ
の
避
難
者「
豊
岡

市
お
礼
の
旅
」来
訪

27
日
・
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

29
日
・
第
3
回
定
例
市
議
会
開
会

（
〜
9
月
26
日
）

・
第
11
回
全
日
本
一
般
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
〜
9
月

1
日
）

30
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
’14（
〜
31
日
）

【
９
月
】

1
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
」製
作

懇
親
会（
大
阪
市
）

2
日
・
最
高
齢
者
、
最
高
齢
夫
婦
祝

福
訪
問

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
と
モ
ン
ゴ
ル
の
中
学
生
は
、

隔
年
で
相
互
に
友
好
訪
問
を
行
い
、

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
市
が
訪
問
す
る
年

に
当
た
り
、
中
学
生
7
人
を
含
む

11
人
の
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
使

節
団
を
8
月
１
日
か
ら
8
日
ま
で

派
遣
し
ま
し
た
。

　

8
月
28
日
、
同
使
節
団
の
帰
国

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
や
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
自
然
回
帰
に

　

平
成
12
年
6
月
に
開
館
し
た
市

立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
入
館
者

数
が
、
9
月
13
日
、
4
0
0
万
人

に
達
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。　

　

4
0
0
万
人
目
の
入
館
者
は
、

愛
知
県
春
日
井
市
か
ら
来
ら
れ
た

古
木
敬
次
さ
ん
と
初
美
さ
ん
夫
妻
。

本
市
は
、
認
定
書
を
交
付
し
、
記

念
品
を
贈
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

　

敬
次
さ
ん
は「
大
変
驚
い
た
。

5
人
の
孫
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
だ
が
、

取
り
組
む
野
生
馬
タ
ヒ
の
視
察
や

移
動
式
住
居（
ゲ
ル
）で
の
自
然
体

験
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
幸
せ
な
気
分
」と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
建
設
業
協

会
豊
岡
支
部
が
、
災
害
ご
み
搬
送

支
援
の
た
め
に
ダ
ン
プ
20
台
と
40

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

今
夏
の
一
連
の
豪
雨
は
、
西
日

本
な
ど
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
、

土
砂
災
害
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
ま

し
た
。
本
市
に
も
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
1
7
4
2
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
内
で
は
、
神
戸
市
に

次
い
で
2
番
目
に
多
い
数
で
す
。

　

本
市
は
、
土
砂
災
害
の
大
き
な

危
険
を
抱
え
た
ま
ち
で
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
普
段
か

ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
早

め
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。



広報とよおか　2014.9.2517

　

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

好
調
で
す
。
県
か
ら
譲
り
受
け
た

城
崎
大
会
議
館
を
ど
う
使
う
か
。

迷
っ
た
末
に
、
舞
台
芸
術
用
に
無

償
で
貸
し
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

劇
団
な
ど
が
滞
在
し
、
作
品
を
制

作
す
る
場
と
し
て
最
長
3
カ
月
間
、

施
設
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
、
今
年
度
は
、
日
本
を
含
む

6
か
国
、
15
の
劇
団
の
滞
在
・
制

作
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
7
月
に

は
俳
優
の
片
桐
は
い
り
さ
ん
ら
が
、

8
月
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ダ
ン
サ

ー
ら
が
滞
在
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

9
月
は
、
日
本
を
代
表
す
る
劇

作
家
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が
、
フ
ラ

ン
ス
人
俳
優
ら
と
約
1
カ
月
の
滞

在
・
制
作
中
で
す
。
主
演
は
、
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
女
優
賞
受
賞
者

の
イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
コ
ブ
さ
ん
。

10
月
4
・
5
日
に
世
界
初
演
が
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
な
さ
れ
、
そ
の

後
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

で
公
演
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

6
月
、
日
本
劇
作
家
大
会
を
誘

致
し
ま
し
た
。
劇
作
家
、
俳
優
、

フ
ァ
ン
等
が
集
ま
り
、
延
べ
7
千

人
を
超
え
る
参
加
者
で
活
況
を
呈

し
ま
し
た
。
竹
下
景
子
さ
ん
、
渡

辺
え
り
さ
ん
、
佐
野
史
郎
さ
ん
、

辰
巳
琢
郎
さ
ん
ら
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。「
豊
岡
市
長
殺
人
事
件
」が

起
き
た
の
も
こ
の
大
会
で
し
た
。

　

日
本
中
か
ら
人
々
が
豊
岡
に
集

ま
っ
た
こ
の
期
間
中
に
、
改
め
て

感
じ
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で

い
い
の
だ
、
と
い
う
確
信
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
人
び
と
が

「
上
り
列
車
」に
乗
っ
て
故
郷
を
離

れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
帰
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
方
は
衰
退
し
、

誇
り
も
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
今
、
豊
岡
は
小
さ
な
世
界
都

市
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で
い
ま

す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
は
世

界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
世

界
的
価
値
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
輝
き
始
め
ま

し
た
。

　

素
敵
な
と
こ
ろ
は
世
界
に
た
く

さ
ん
あ
る
、
そ
の
こ
と
は
良
く
知

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
上

で
な
お
、
私
た
ち
は
、
豊
岡
で
い

い
の
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
地
に
誇

り
を
持
ち
、
こ
の
地
で
決
然
と
生

き
て
い
く
の
だ
。
そ
の
覚
悟
を
強

く
持
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
地
で
い
い
の
だ

83

　

8
月
23
・
24
日
、
城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
、
い
わ
き
総
合
高
等

学
校
演
劇
部
が
、
東
日
本
大
震
災

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
第
3
弾『
あ

ひ
る
月
13
』を
上
演
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
舞
台
芸
術
活
動
や
地

域
と
の
協
働
体
験
を
通
し
て
、
高

校
生
た
ち
の
表
現
力
・
創
造
力
を

育
む
た
め
、
平
成
24
年
の
第
１
弾

か
ら
今
回
ま
で「
高
校
生
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

公
募
で
集
ま
っ
た
但
馬
の
高
校

生
た
ち
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ（
実

行
委
員
）と
し
て
、
毎
回
、
準
備
か

ら
片
付
け
ま
で
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
は
市
内
外
か
ら
の
観

客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。　

　

い
わ
き
で
生
き
る
リ
ア
ル
な
日

常
を
描
き
、
今
の
気
持
ち
を
正
直

に
、
真
正
面
か
ら
表
現
し
た
演
劇

　

8
月
23
日
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
で
、
新
潟
県
三
条
市
に
避

難
し
て
い
る
方
々
の
代
表
10
人
が
、

本
市
に
来
訪
し
ま
し
た
。 

　
「
さ
ん
じ
ょ
う
∞
ふ
く
し
ま

『
結
』の
会
」代
表
の
佐
竹　

紀お
さ
む
さ

ん
は「
4
年
に
な
る
避
難
生
活
は

言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
。
復
興

を
感
じ
な
が
ら
も
原
発
で
は
暗
い

現
実
が
あ
る
。
豊
岡
市
か
ら
の

温
か
い
支
援
で『
忘
れ
ら
れ
て
い

な
い
』と
思
え
る
こ
と
が
励
み
に

な
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
人
の
中
学
3
年
生
が

「
震
災
直
後
に
豊
岡
市
か
ら
新
し

〜
か
つ
て
、豊
岡
市
に
も
全
国
か
ら
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
〜

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
･
新
潟
県
三
条
市
に
避
難
し
て
い
る
方
々
が
お
礼
に
来
訪

〜
感
動
、高
校
生
同
士
の
絆　

３
年
間
で
得
た
も
の
は
大
き
い
〜

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
校
演
劇
部
豊
岡
公
演
･
今
年
は『
あ
ひ
る
月
13
』を
上
演

は
、
観
る
人
に
深
い
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

▲城崎でＰＲをす
る地元高校生

 ▲『あひる月13』の一場面

▲コウノトリ文化館で記念撮影

い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈
ら
れ
て
き
た
。

迅
速
で
驚
き
、
み
ん
な
が
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
豊
岡
市
が

第
2
の
ふ
る
さ
と
に
思
え
る
」な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
水
害
の
経
験
か

ら
、
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
つ
ら
さ

は
知
っ
て
い
る
。
豊
岡
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
も
住
め
る
ま
ち
を
取
り
戻
し

た
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
を
取
り

戻
す
希
望
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
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【概要】
●所在地／豊岡市出石町上野●分譲区画数／15区画（うち６
区画分譲済）●用途地域／都市計画区域内無指定地域●上水
道／豊岡市上水道●下水道／農業集落排水施設（公共ます敷
設済）●電気／関西電力（株）●ガス／ＬＰガス（個別）●テレ
ビ／共聴（地元テレビ共聴組合）
【周辺施設】
■教育施設等
　●幼稚園／市立福住幼稚園（約2.2km）●小学校／市立福
住小学校（約2.2km）●中学校／市立出石中学校（約3.0km）
■医療施設等
　●公立豊岡病院出石医療センター（約3.5km）●市立出石健
康福祉センター（約3.5km）●公立豊岡病院（約13km）

■その他
　●役所／豊岡市役所出石支所（約2.5km）

【概要】
●所在地／豊岡市竹野町御又●分譲区画数／29区画（うち28
区画分譲済）●用途地域／都市計画区域内無指定地域●上水
道／豊岡市上水道●下水道／農業集落排水施設（公共ます敷
設済）●電気／関西電力（株）●ガス／ＪＡたじま（集中配管）
●テレビ／共聴（受益者負担有り）
【周辺施設】
■教育施設等
　●保育園・幼稚園／市立森本へき地保育園（約0.9km）●
小学校／市立竹野南小学校（約0.2km）●中学校／市立森
本中学校（約0.9km）
■医療施設等
　●公立豊岡病院（約12.7km）●市立森本診療所（約1.2km）
■その他
　●役所／豊岡市役所竹野支所（約10km）

●対象者／自己の居住する専用住宅または併用住宅（居住部分の面積が延床面積の２分の１以上であるこ
と）を建築する方●譲渡物件／現状のまま、引き渡し●分譲地の共有の範囲／申込者（本人）の父母、子、配
偶者、配偶者の父母、子の配偶者●転売の制限／譲渡契約の締結日から５年間は、分譲地の所有権を他人
に譲渡または貸与することはできません。●買戻特約／（譲渡契約の締結日から５年間に契約に違反したと
き）「譲渡代金をもって買戻す」旨の特約登記を、市から譲受人への所有権移転登記と同時に行います。●公
租公課／分譲地に係る公租公課（不動産取得税･固定資産税など）は、所有権移転の日以降、譲受人が負担し
ます。●契約の解除等／譲渡契約の締結日から５年間に契約条項に違反したときは、契約の解除、土地の
買戻し（譲渡価格による）を行います。この場合、違約金（譲渡価格の10％）を納入していただきます。

■分譲条件（抜粋）

区画番号 面積 単価 譲渡価格
２ 402.08㎡ 14,848円/㎡ 5,970,244円
３ 459.37㎡ 13,980円/㎡ 6,421,995円
４ 482.34㎡ 14,757円/㎡ 7,117,962円
７ 275.73㎡ 15,899円/㎡ 4,384,023円
８ 275.31㎡ 15,900円/㎡ 4,377,681円
９ 275.28㎡ 15,901円/㎡ 4,377,228円
10 275.23㎡ 16,501円/㎡ 4,541,611円
13 275.21㎡ 15,901円/㎡ 4,376,171円
14 275.39㎡ 15,900円/㎡ 4,378,889円

※譲渡価格には、上水道加入金および下水道負担金が含まれています。単価は参考数値のため、面積を乗じても必ずしも譲
渡価格になりません。

【分譲面積・価格】

【分譲面積・価格】
区画番号 面積 単価 譲渡価格
25 198.17㎡ 21,800円/㎡ 4,320,106円

御
おん

又
ま た

地区分譲地
(豊岡市竹野町)

中
なか

川
がわ

地区分譲地
(豊岡市出石町)

豊岡市の分譲宅地 出石・竹野

《問合せ》建設課建設管理係☎23－1115
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☆
祝
１
歳
☆
笑
顔
と
寝
顔
は
天
使
♡

泣
い
た
ら
怪
獣
！　

す
く
す
く
元
気
に

大
き
く
な
あ
れ
♡ 

（
父 

博
輝
・
母 

緑
、九
日
市
上
町
）

山田  廉
れん

ちゃん
（平成25年7月27日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
☆

　

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、

元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♪

（
父 

昌
志
・
母 

美
沙
、高
屋
）

　

毎
日
よ
く
食
べ
、よ
く
泣
き
、よ
く
笑

う
亮
く
ん
。笑
顔
、大
好
き
！！　

（
父 

央
・
母 

美
由
紀
、竹
野
町
竹
野
）

向井  優
ゆう

志
し

ちゃん
（平成25年8月2日生）

後藤  亮
りょう

平
へい

ちゃん
（平成25年9月28日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
しています。対象は市内在住で2歳までの乳
幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、保護者の氏名、住所、電話
番号とコメント（40字以内）を添えて、秘書広
報課「すくすく日記係」へお送りください。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

■
全
国
福
祉
高
校
生
徒
体
験
発
表

会　

優
良
賞

▽
吉
竹
芙ふ

実み

華か
（
県
立
日
高
高
等

学
校
3
年
、
山
本
）

　

8
月
7
日
に
高
知
市
で
開
か
れ

た「
全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会
第

20
回
全
国
大
会
」の
生
徒
体
験
発

表
に
日
高
高
校
福
祉
科
3
年
の
吉

竹
さ
ん
が
出
場
し
、
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

吉
竹
さ
ん
の
作
文
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
実
習
の
日
々
が
生

き
生
き
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
県
、

近
畿
、
全
国
の
審
査
を
通
過
し
、

全
国
2
1
0
の
福
祉
関
連
高
等
学

校
の
中
の
5
人
に
吉
竹
さ
ん
が
選

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞
表
彰

最
高
齢
者

最
高
齢
夫
婦

第
68
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

平
成
26
年
度
近
畿
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
出
場

平
成
26
年
度

兵
庫
県
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

第
69
回
国
民
体
育
大
会

な
ぎ
な
た
競
技
会
出
場

第
31
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会
第
20
回

全
国
大
会
〔
生
徒
体
験
発
表
〕

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等

知
事
表
彰

▲近畿から１人選
ばれた

■
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー　

1
位

▽
澁し

ぶ

谷た
に

鉄て
つ

人と
（
報
徳
学
園
高
等
学

校
1
年
、日
高
町
観
音
寺
出
身
）

■
2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ　

2
位

▽
猪い

の

口く
ち

慎し
ん

ノの

介す
け（
市
川
高
等
学
校

3
年
、
日
高
町
観
音
寺
出
身
）

※
7
月
22
〜
24
日
、
和
歌
山
市
。

な
お
、
8
月
2
、
3
日
の
兵
庫

県
大
会
兼
国
体
選
考
会
で
も
、

二
人
は
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

祝
福
を
受
け
る
道
下
さ
ん

■
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門　

優
秀
賞

▽
嵯さ

峨が

根ね

緑（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
中
学
校
3
年
）

　

同
部
門
に
は
各

地
方
大
会
上
位
者

2
3
1
人
が
参
加
。

優
秀
賞
は
、
入
賞

し
た
30
人
中
、
最

優
秀
賞
に
次
ぐ
2
〜
4
位
で
す
。

嵯
峨
根
さ
ん
は「
最
優
秀
賞
を
逃

し
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
よ
り
良

い
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
目
指
し
て
努
力

し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
兵
庫
県
代
表
選
手

▽
久
保
田
瞳ひ

と
み（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
等
学
校
2
年
）

■
兵
庫
県
代
表
監
督

▽
成
田
登
代
子（
同
校
非
常
勤
講

師
、
な
ぎ
な
た
部
顧
問
）　

※
国
体
の
同
競
技
会
は
10
月
17
日

か
ら
長
崎
県
松
浦
市
で
開
催

■
豊
岡
総
合
高
等
学
校
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部 

　

兵
庫
県
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
で
4
回
戦
ま
で
勝
ち

進
ん
だ
同
部
は
ベ
ス
ト
16
と
な
り

近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

7
月
24
日
、
1
回
戦
で
全
国
最

多
の
全
国
優
勝
27
回
を
誇
る
四
天

王
寺
高
校
と
対
戦
。
相
手
校
の
強

打
に
、
レ
シ
ー
ブ
力
で
善
戦
す

る
も
力
及
ば
ず
0
対
2（
15

－

25
、

16

－

25
）で
敗
退
し
ま
し
た
。 

■
個
人
の
部

▽
山
本
永
二（
瀬
戸
）

▽
石
田
和
正（
出
石
町
馬
場
）

▽
谷
川
慶
子（
立
野
町
）

▽
木
下　

勝（
正
法
寺
）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
三
谷
重
信（
栃
江
）

▽
中
川
弘ひ

ろ

一い
ち（
但
東
町
天
谷
）

▽
道
下
公き

み

惠え
（
1

　

0　
5
歳
、
但
東

町
小
坂
）

■
4
0
0
ｍ
自
由
形　

1
位

■
1
5
0
0
ｍ
自
由
形　

2
位

▽
田
中
好よ

し

數か
ず（
1
0
0
歳
）・
ゆ
う

（
98
歳
）（
岩
井
）

おわびと訂正　８月25日号１５ページの兵庫県危険物安全・安心大会の記事中、「北陽石油（中陰）」としていましたが、正しくは「北陽石油（竹野町竹野）」でした。おわびし訂正します。
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　
城
崎
麦
わ
ら
細
工
技
術
者
の
会
会
員（
6
人
）で
、
こ
の

ほ
ど
〝
完
成
版
〞「
麦
わ
ら
細
工
年
表
」を
出
版
し
た
達
者
な

男
性
を
紹
介
し
ま
す
。前ま

え

野の

治じ

郎ろ
う

さ
ん（
89
歳
）城
崎
町
湯
島

「
麦
わ
ら
細
工
年
表
」史
に

わ
が
人
生
を
重
ね
て

　

麦
わ
ら
細
工
職
人
の
前
野
治
郎

さ
ん
。
城
崎
町
史
の
編
集
が
進
む

こ
ろ
麦
わ
ら
細
工
だ
け
の
年
表
作

成
を
思
い
立
ち
ま
す
。「
合
い
間
に

ワ
ー
プ
ロ
で
打
っ
て
ほ
し
い
」と

町
役
場
の
町
史
担
当
者
に
原
稿
を

託
し
、
昭
和
58
年
2
月
初
版
発
行
。

57
歳
で
し
た
。

　

そ
の
後
版
を
重
ね
、
今
年
4
月

に
増
補
改
訂
さ
れ
た
第
五
版
で
は
、

年
表
に
加
え
、
麦
わ
ら
細
工
に
関

す
る
事
項
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
に
開
か
れ
た「
麦
わ
ら
細

工
年
表
学
習
会
」で
の
語
り
に
加

え
、
前
野
さ
ん
の
歩
ん
で
き
た
道

を
紡
ぎ
ま
す
。

　

麦
わ
ら
細
工
は
約
3
0
0
年
前
、

江
戸
時
代
の
享
保
年
間（
1
7
1
6

〜
36
）に
誕
生
し
ま
し
た
。
因
州

（
鳥
取
県
）の
住
人「
半
七
」（
生
年
不

詳
〜
1
7
3
1
）と
い
う
人
が
、
湯

島（
城
崎
町
）に
来
訪
。
療
養
中
の

慰
め
に
、
ま
た
宿
賃
の
足
し
に
と

色
と
り
ど
り
に
麦
わ
ら
を
染
め
て
、

こ
ま
、
竹
笛
な
ど
の
玩
具
に
貼
り

付
け
、
店
先
に
並
べ
て
訪
れ
る
浴

客
の
土
産
に
し
た
の
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
表
の
最
初
の
記
事

は
半
七
伝
説
の
約
百
年
前
。「
但
馬

 麦わら細工年表と図録を持つ前野さん江戸時代の麦わら細工店（協力:森貞淳一さん）

月２回公民館で｢麦わら教室｣の講師を

国
城
崎
か
ら
農
民
で
麦
わ
ら
細
工

を
よ
く
す
る
も
の
が
来
て
大
森

（
現
東
京
都
大
田
区
）に
住
ん
だ
」

と
い
う
大
田
区
史
に
掲
載
さ
れ
た

文
書
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
大

田
区
大
林
寺
の
過
去
帳
に
は
半
七

の
こ
ろ
と
同
じ『
享
保
年
間
』に
城

崎
の
記
述
が
あ
る
よ
う
で
す
」と
、

誤
り
か
正
し
い
の
か
さ
っ
ぱ
り
分

か
ら
な
い
と
首
を
ひ
ね
り
ま
す
。

　

宝
暦
13（
1
7
6
3
）年
に
発
刊

さ
れ
た
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
但た

ん

州し
ゅ
う

湯
島
道ど

う

中ち
ゅ
う

独ひ
と
り

案
内
」（
城
崎
文
芸

館
蔵
）に
は
麦
わ
ら
細
工
が
土
産
物

と
し
て
掲
載
。天
保
12（
1
8
4
1
）

年
作
の「
但た

ん

州し
ゅ
う

城
崎
名
所
麦む

ぎ

藁わ
ら

図
絵

【
写
真
参
照
】」に
、
に
ぎ
わ
う
店
頭

風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
政
6（
1
8
2
3
）年
か
ら
5

年
間
日
本
に
住
ん
だ
シ
ー
ボ
ル
ト

が
数
十
点
の
麦
わ
ら
細
工
を
収
集
。

　
「
平
成
16
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

博
物
館
で
そ
の
作
品
に
対
面
し
た

と
き
、
小
関
さ
ん
、
わ
し
ら
、
こ

れ
を
作
れ
る
か
な
ぁ
」と
江
戸
時

代
の
職
人
に
思
い
を
馳
せ
感
慨
ひ

と
し
お
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

前
野
さ
ん
の
紹
介
に
移
り
ま
す
。

　

中
国
天て

ん

津し
ん

で
終
戦
を
迎
え
た
前

野
さ
ん
。
戦
地
で
足
の
病
気
に
か

か
り
、
城
崎
の
医
者
に「
日
に
ち

薬
」と
言
わ
れ
、「
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら

し
て
い
た
」と
い
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
か
ね
た
、
土
産
物
店

主
に「
他
の
無
職
の
若
者
6
〜
7

人
と
共
に
雇
わ
れ
、
麦
わ
ら
細
工

の
達
人
・
森
明
さ
ん
か
ら
教
え
を

受
け
た
の
が
21
歳
ご
ろ
だ
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。
森
さ
ん
は
小こ

筋す
じ

師（
麦
わ
ら
細
工
の
デ
ザ
イ
ン

の
一
つ
。幾
何
学
模
様
の
指
導
者
）

で
、
前
野
さ
ん
も
小
筋
を
極
め
ま

す
。
花
鳥
風
月
な
ど
を
貼
る
模
様

師
か
ら
も
教
え
を
受
け
習
得
。
昭

和
37
年
に
独
立
開
業
し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
、
テ
ー
プ
状
の

麦
わ
ら
を
同
時
に
数
本
、
任
意
の

幅
に
裁
つ
道
具
・
キ
カ
イ
を
改

良
。「
効
率
ア
ッ
プ
と
な
り『
革
命

的
だ
』と
言
わ
れ
た
」と
誇
ら
し
げ
。

ま
た
、
公
民
館
で「
麦
わ
ら
教
室
」

が
始
ま
り
講
師
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
一
番
の
課
題
は「
麦
わ
ら
の

入
手
先
」。
岡
山
県
笠
岡
市
か
ら

入
手
不
能
後
、
南
但
を
経
て
現
在

は
奈
佐
地
区
の
1
カ
所
。
来
年
は

出
石
で
栽
培
を
試
み
る
そ
う
で
す
。

　
〝
炬こ

燵た
つ

〞
の
上
に
作
品
を
置
い

て
眺
め
る
よ
う
な
余
裕
は「
ま
だ

な
い
。先
の
話
」と
の
こ
と
で
し
た
。

江
戸
時
代
・
麦
わ
ら
細
工
史

「
自
分
史
」と「
課
題
」を
語
る

春
炬
燵 

麦
藁
細
工 

桑
細
工 

京きょう
極ごく
杞き
陽よう

【参考文献】城崎町史、城崎文学読本、城崎物語［神戸新聞総合出版センター］ほか

小
関
寅
雄
さ
ん
。
技
術
者
の
会
の
一
人
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8
月
21
日
と
22
日
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博

物
館（
但
東
町
中
山
）で
、
関
西
在
住
の
モ
ン
ゴ
ル

人
留
学
生
ら
と
地
元
小
学
生
が
交
流
す
る「
モ
ン

ゴ
ル
サ
マ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
を
通
じ
て
、
但
東
の
魅
力
を
発
信
し
、
子

ど
も
た
ち
に
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と

の
思
い
で
、
豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
但
東
支
部
が

主
催
し
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
博
物
館
内
を
見
学
し
た
後
、
モ
ン

ゴ
ル
相
撲
を
体
験
し
、
移
動
式
住
居
・
ゲ
ル
を
組

み
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
は
、
モ
ン
ゴ
ル
料
理

を
食
べ
、
花
火
を
楽
し
む
な
ど
、
両
国
の
文
化
を

満
喫
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

9
月
8
日
、
城
崎
温
泉
街
で
、
中
秋
の
名
月
に

合
わ
せ
て
月
見
飾
り（
主
催
：
豊
岡
市
商
工
会
城

崎
支
部
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）が
行
わ
れ
ま
し

た
。
太
鼓
橋
と
七
つ
の
外
湯
に
は
団
子
と
ス
ス
キ

を
装
飾
。
ま
た
、
大
谿た

に

川
沿
い
に
は
影
絵
ボ
ッ
ク

ス
が
置
か
れ
、
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

鹿し
か

野の

勇
作
委
員
長
は「
温
泉
情
緒
の
あ
る
ま
ち

に
影
絵
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
雰
囲
気
の
あ
る
も
の
を

加
え
、
観
光
客
を
も
て
な
し
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。
神
戸
市
か
ら
家
族
3
人
で
遊
び
に
き
て
い
た

島
田
真
紀
さ
ん
は「
温
泉
街
で
、
浴
衣
を
着
て
歩

い
て
い
る
人
も
多
く
、
雰
囲
気
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
サ
マ
ー
〜
夏
の
お
も
い
で
〜

国
と
世
代
を
超
え
た
熱
い
交
流
！

月
見
飾
り

中
秋
の
温
泉
街
で
う
っ
と
り

▲協力してゲルを組み立てる参加者たち

▲ベンチに腰掛け、月見を楽しむ観光客

神
鍋
の
風
の
よ
う
に
多
彩
に
魅
力
的
に

神
鍋
火
山
太
鼓 

〜
風か

ぜ

恋こ
い

〜

　

夜
の
神
鍋
高
原
に
楽
し
そ
う
な

太
鼓
の
音
が
響
き
ま
す
。
音
に
誘

わ
れ
旧
西
気
小
学
校
体
育
館
に
入

る
と
、
練
習
し
て
い
た
の
は「
神

鍋
火
山
太
鼓 

〜
風
恋
〜
」の
皆
さ

ん
。

　

名
前
の
由
来
を
尋
ね
る
と「
年

間
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
風
が
吹
く

神
鍋
高
原
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
、
神
鍋
に

恋
し
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち

を
込
め
た
」と

の
こ
と
。

　

活
動
の
発
端

は
、
西
気
地
区

の
区
長
会
で
地

域
活
性
化
を
目

的
に
太
鼓
を
購
入
し
た
こ
と
。
太

鼓
を
使
っ
て
、
西
気
か
ら
神
鍋
全

体
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
23
年
の
2
月
に
結
成
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
太
鼓
の
初
心

者
ば
か
り
で
し
た
が
、
文
化
祭
な

ど
で
太
鼓
の
指
導
を
し
て
い
た
田

村　

寛
さ
ん（
日
高
町
伊
府
）の
指

導
の
下
、
手
探
り
状
態
で
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

太
鼓
は
初
心
者
で
も
、
神
鍋
を

元
気
に
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い

は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。
経
験
不

足
を
熱
意
で
補
い
、
結
成
し
て
１

年
間
で
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は

10
回
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
近
隣
の
太
鼓
団
体
や
、
神

戸
の
和
太
鼓
松
村
組
の

指
導
を
受
け
、
技
術
に

磨
き
を
か
け
、
今
で
は

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

演
奏
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
は
、
み
ん
な
で
楽

し
く
演
奏
す
る
こ
と
。

自
分
た
ち
の
音
楽
を
み

ん
な
で
研
究
し
て
作
り

上
げ
、
技
術
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
自
由
な
発
想
で
音
楽

の
楽
し
さ
の
幅
を
広
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
正
統
な
太
鼓
の
演
奏

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
楽
器
と
組
み

合
わ
せ
た
演
奏
も
行
い
た
い
と
の

こ
と
。
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

見
学
や
出
演
の
依
頼
は
、
代
表

の
北
村
泳
子
さ
ん
ま
で
。

☎
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市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
む
中
、
健
康
寿
命
の
延

伸
や
集
落
機
能
の
維
持
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、『
健
康
づ
く
り
を
き
っ
か

け
と
し
て
、区
民
が
定
期
的
に
集
い
、

自
主
的
に
運
営
し
て
い
く
』活
動
を

全
市
に
広
め
る
た
め
、「
玄
さ
ん
元

気
教
室
」を
実
施
し
、区・団
体
を
支

援
し
て
い
ま
す〔
48
地
区
・
団
体

で
実
施（
平
成
26
年
9
月
現
在
）〕。

○
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

「
溢あ

ふ

れ
出
る
地
域
の
底
力
!〝
玄

さ
ん
元
気
教
室
〞で
地
域
を
元

気
に
!
」

　

今
回
は
、
玄
さ
ん
元
気
教
室
の

実
践
区
に
よ
る
発
表
や
地
域
で
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
を
行

い
ま
す
。

今
後
の

健
康
づ

く
り
・

地
域
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

11
月
6
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康

福
祉
施
設　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
立
野
町
）

▽
対
象　

地
域
で
取
り
組
む
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
の
活
動
に

関
心
の
あ
る
市
民

▽
内
容

①
情
報
提
供
…
豊
岡
市
の
中
高
齢

者
を
取
り
巻
く
現
状
と
玄
さ
ん

元
気
教
室
の
概
要

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…

実
践
報
告「
住
民
主
体
で
行
う

地
域
で
の
健
康
活
動
」

③
講
演
…「
個
人
で
取
り
組
む
健

康
づ
く
り
か
ら
、
地
域
で
取
り

組
む
健
康
づ
く
り
へ
の
転
換
」

〔
講
師
：
但
馬
県
民
局
但
馬
長

寿
の
郷
地
域
ケ
ア
課
課
長
補
佐

小
森
昌
彦
さ
ん
〕

▽
定
員　

先
着
1
0
0
人
程
度

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス

▽
申
込
期
間　

10
月
6
日（
月
）〜

30
日（
木
）

▽
そ
の
他　

当
日
、
会
場
で「
歩

い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
発
表
と
表
彰
」を
行

い
ま
す
。

■〝
地
域
〞で
の
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
の
取
組
み
に
期
待

・
歩
い
て
行
け
る
会
館
で
あ
れ
ば
、

何
歳
に
な
っ
て
も
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
一
人
で
は
続
き
に
く
い「
運
動
」

も
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
行
う

こ
と
で
、
継
続
し
や
す
い
。

・
顔
見
知
り
が
増
え
、
会
話
が
増

え
、
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し
く

な
る
。

・
区
の
中
で
の
定
期
的
な
集
い
は
、

住
民
の
絆
を
強
め
る
ほ
か
、
住

民
同
士
の
見
守
り
の
機
会
に
も

な
る
。

▲元気教室の参加者（嶋区・出石地域）

平
成
26
年
度
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

「
溢あ
ふ
れ
出
る
地
域
の
底
力
!〝
玄
さ
ん
元
気
教
室
〞で
地
域
を
元
気
に
!
」

参
加
者
募
集

【
申
込
み
・
問
合
せ
】健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

☎
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い
よ
い
よ
実
り
の
秋
。

　

し
か
し
、
今
年
は
ク
マ
の
出
没

と
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
畦あ
ぜ

の
掘
り
起

こ
し
が
市
内
全
域
で
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
捕
獲

班
は
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め

ら
れ
る
よ
う
、
日

夜
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
7
・
8
月
の
シ
カ
捕
獲
頭
数

　

主
に
豊
岡
・
但
東
・
出
石
地

域
で
、
シ
カ
捕
獲
専
任
班
を
含

め
、
銃
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
ま

し
た
。
罠
と
合
わ
せ
て
、
市
内
で

9
6
6
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23-1127

○
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
近
寄
ら
せ  

　

な
い
た
め
に
、
ひ
こ
ば
え
を

 

処
理
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
シ
カ
の
駆
除
に
入
っ
て
も
ら

っ
た
が
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
ま
た

シ
カ
が
出
た
。
駆
除
は
失
敗
だ
っ

た
の
か
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

　

シ
カ
は
、

何
代
に
も
わ

た
っ
て
里
を

餌
場
と
し
て

き
た
の
で
、

山
に
餌
が
な

い
限
り
、
最
後
の
一
頭
ま
で
里
に

降
り
て
き
ま
す
。

　

駆
除
に
よ
っ
て
生
息
数
を
減
ら

し
、
山
に
餌
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、
里
か
ら
餌
場
と
し
て
の
魅
力

を
な
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

未
処
理
の
ひ
こ
ば
え
は
、
冬
を

越
す
た
め
の
シ
カ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、ひ

こ
ば
え
を
処
理
す

る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
収
穫

残
渣さ

を
放
置
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
樹
木
の
切
り
株
や
根
元
か
ら
生

え
て
く
る
若
芽
：
二
番
穂
・
三

番
穂
）

こちら鳥獣害対策員です！③
～ひこばえ（※）の処理～

▲小森昌彦さん
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施
設
の
イ
ベ
ン
ト

 

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ 

☎
24

3
0
0
0

❶
第
1
1
8
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
10
月
11
日（
土
）午
後
0
時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

交
流
サ
ロ

ン（
大
手
町
）

内
出
演
：
和
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
・
倭わ

音お
ん（
４
人
で
津
軽
三
味
線
、
篠

笛
な
ど
演
奏
）▽
演
奏
曲
目
：

祭
ば
や
し
、
時
の
旅
人　

な
ど

他
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者

を
募
集
中

❷
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

事
業『
水
の
彼
方
に
』

　

平
成
16
年
の
水
害
の
記
憶
も
新

た
に
、
今
、
命
の
尊
さ
を
見
つ
め

ま
し
ょ
う
。
市
民
が
創
る
わ
が
ま

ち
の
メ
モ
リ
ア
ル
演
劇
作
品
。
市

民
の
追
想
手
記
、
体
験
談
、
当
時

の
記
録
か
ら
構
成
さ
れ
た
豊
岡
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。

日
10
月
18
日（
土
）午
後
7
時
〜
、

　

19
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜

※
19
日
は「
防
災
の
集
い
」の
第
1

部
と
し
て
開
催
。第
2
部
：
午
後

1
時
〜
▼
基
調
講
演
：
中
貝
市

長
、
和
佐
喜
平
国
土
交
通
省
豊

岡
河
川
国
道
事
務
所
長
▼
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

な
ど

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

他
整
理
券
が
必
要
で
す
。
配
布
場

所
：
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、
城
崎

国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
各
支

所
、
各
地
区
公
民
館
ほ
か

問
☎
24

3
0
0
0
Ｆ
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0
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ホhttp://www.platz-npo.com
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図
書
館
本
館 

☎
23

6
1
5
1

❶
家う

ち
読ど

く
講
演
会

日
10
月
25
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
正
午

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル（
日
高
町
国
分
寺
）

講
師
家
読
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表　

佐
川
二つ
ぐ

亮す
け

さ
ん

内「
家
読
っ
て
い
い
な
あ　

読
書

で
広
が
る
家
族
の
輪
」

他
一
時
保
育
あ
り
。10
月
17
日（
金
）

ま
で
に
申
込
み

❷
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
in
日
高

日
10
月
26
日（
日
）午
後
0
時
30
分
〜
3
時

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
日
高
町
国
分
寺
）

持
ち
帰
り
冊
数
5
冊
ま
で
+
事
前

の
持
ち
込
み
冊
数

※
提
供
可
能
な
本
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
日
高
分
館
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
冊
数
分
の
引
換

券
と
交
換
し
ま
す
。

持
ち
込
み
期
間
10
月
4
日（
土
）〜

12
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時

持
ち
込
み
場
所
図
書
館
日
高
分
館

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー（
日
高
町
祢
布
）

問
図
書
館
日
高
分
館
☎
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豊
岡
市
立
美
術
館

－

伊
藤
清
永
記
念
館

－

 

☎
52

5
4
5
6

❶
第
18
回
伊
藤
清
永
賞
子
ど
も
絵
画
展

日
10
月
4
日（
土
）〜
28
日（
火
）午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

所
市
立
美
術
館
伊
藤
清
永
記
念
館

（
出
石
町
内
町
）

料
一
般
3
0
0
円
、高
校
・
大
学

生
・
65
歳
以
上
・
身
障
者
1
5
0

円
、
小
・
中
学
生
無
料

問
市
立
美
術
館
伊
藤
清
永
記
念
館

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000
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5
4
5
6
Ｆ
53

2
0
8
8

期
　
間

行
政
相
談
週
間

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）

　

国
の
行
政
全
般
の
苦
情
や
要
望

に
つ
い
て
行
政
相
談
員
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

※
毎
月
の
相
談
日
は
市
広
報
10
日
号
に
掲
載

○
10
月
の
相
談
日

　

6
日（
月
）、
8
日（
水
）、
10
日

　
（
金
）、
16
日（
木
）、
18
日（
土
）

○
行
政
相
談
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23

1
1
1
4

おわびと訂正　９月10日号６ページの警察相談の記事中、豊岡南警察署の電話番号を「☎24-0100」としていましたが、正しくは「☎24-0110」でした。おわびし訂正します。

地域 氏 名

豊岡 宮代　俊
しゅん
一
いち

鈴木　順
より
子
こ

城崎 元井　康惠
竹野 山崎　　守
日高 太田垣秀

ひで
典
みち

出石 角
つの
岡
おか
　充

み
國
くに

但東 渋
しぶ
谷
や
　順

じゅん
子
こ
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催
　
し

10
月

と

８よ
お
か日
はとよ

お
か
家
族
の
日

10
月
は
家
族
の
月
間
　
家
族
で
一

緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

  

市
で
は「
と
よ

お
か
家
族
の
月

間
」に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
読
書
の
秋

に
、
子
ど
も
の
心

に
残
る
よ
う
な「
と
よ
お
か
家
族

の
日
」を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
は
、
ス
ポ

ッ
ト
C
M
と
し
て
、家
族
に
送
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

　
☎
23

0
3
4
1

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠

を
さ
さ
げ
る
と

と
も
に
、
平
和

を
願
う
市
民
の

強
い
決
意
を
表

す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
10
月
16
日（
木
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分        

　

所
市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

他
会
場
で
は
、
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
を
行
う
予
定

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら

 

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー 

☎
24

4
6
0
4

❶
元げ

ん

き

ん

気
i
n
g
ピ
ッ
ク
〜
登
録
グ

ル
ー
プ
・
元
気
i
n
g
の
親
子

と
い
っ
し
ょ
に
〜

日
10
月
2
日（
木
）午
前
10
時
〜
11

　
時
50
分

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

対
子
育
て
中
の
親
子
、
家
族

内
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、「
あ
っ
ち

こ
っ
ち
ボ
ー
ル
」な
ど
年
齢
別
の

運
動
遊
び
、
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び

持
タ
オ
ル
、上
靴（
親
子
分
）、お
茶

❷
親
と
子
ど
も
の
た
め
の「
小
さ
な

　

音
楽
会
」

日
10
月
15
日（
水
）午
後
2
時
〜
3
時

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
学
習
室

対
定
1
歳
以
上
の

幼
児
・
小
学
生

と
保
護
者
1 

2
　0
人

内「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
序
曲
」「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」ほ
か
演
奏

ゲ
ス
ト
大
阪
コ
ン
サ
ー
ト
ブ
ラ
ス

他
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
、
10
月

6
日（
月
）配
布
開
始

第
10
回
豊
岡
市
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
身
体
障
害
者
の
明
る
い
生
活
形

成
と
親
睦
を
目

的
に
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
10
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時

所
豊
岡
市
民
体
育
館（
立
野
町
）

対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

申
氏
名
・
障
害
区
分
・
連
絡
先
を

記
入
の
上
、
申
込
み

申
期
10
月
6
日（
月
）

申
問
豊
岡
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
24

3
0
1
9

　
Ｆ
24

4
5
0
3

鉄
道
の
日
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
鉄
道
に
遊
ぶ
、
鉄
道
で
楽
し
む

秋
の
一
日
。
子
ど
も
が
楽
し
め
る

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
す
。

日
10
月
18
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

とよおか家族の日　主な関連イベント
イベント・日程 場所

10/４（土）
ミニ運動会 出石子育てセンター

10／７（火）
人権講演会 市役所２階大会議室

10/11（土）
ベビーDAY 子育て総合センター

10/13（月・祝）
スポーツフェスティバル ウエルストーク周辺

10/14（火）
親子で民族楽器に挑戦 竹野子育てセンター

10/18（土）
としょかん家族で映画会 図書館本館

10/19（日）
野生復帰まつり 楽々浦さくら公園

10/19（日）
おやこっこ運動遊び 子育て総合センター

10/19（日）
子育てまつり 城崎健康福祉センター

10/25（土）
「家読」（うちどく）講演会 日高農改センター

家族の日スタンプ
小学生のみんな！
広ほうしの中に
11の「家族の日」
行事のマークが
あるよ！さがしてみよう

※
全
行
事
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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所
J
R
・
K
T
R
豊
岡
駅

内
❶
豊
岡
車
両
基
地
探
検
隊
　
気

動
車
の
洗
車
体
験
、
☆
保
線

用
車
両
体
験
乗
車（
1
0
0
人

限
定
）、
☆
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
体
験（
中
学
生
以
下
50
人

限
定
）。
☆
は
午
前
9
時
30
分

か
ら
豊
岡
列
車
区
前
で
整
理
券

を
配
布
❷
K
T
R
フ
ァ
ン
感
謝

デ
ー
　
丹
後
あ
か
ま
つ
号
の
展

示（
午
後
1
時
〜
1
時
40
分
）、

K
T
R
ご
当
地
駅
弁
・
グ
ッ
ズ

販
売
、
縁
日

（
鉄
道
で
来

場
の
子
ど
も

に
特
典
あ

り
）

問
❶
但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室
内

但
馬
地
域
鉄
道
利
便
性
向
上
対

策
協
議
会
☎
26

3
6
7
6

❷
宮
津
市
企
画
総
務
室
内
K 

T
R
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　
☎
0
7
7
2

45

1
6
0
1

第
１
回
但
馬（
円
山
川
等
）

地
域
総
合
治
水
推
進
協
議
会

　
但
馬（
円
山
川
等
）地
域
総
合
治

水
推
進
計
画
を
策

定
す
る
に
当
た
り
、

学
識
経
験
者
、
行

政
関
係
者
お
よ
び
、

県
民
か
ら
広
く
意

見
を
聞
く
た
め
、第
1
回
但
馬（
円

山
川
等
）地
域
総
合
治
水
推
進
協

議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
協
議
会
は
10
人
程
度
傍
聴
で
き

ま
す
。

日
10
月
9
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
所
但
馬
県
民
局
　
4
階（
幸
町
）

問
豊
岡
土
木
事
務
所
企
画
調
整
担

当
☎
26

3
7
3
4

　
Ｆ
24

5
5
9
3

募
　
集

平
成
26
年
度
豊
岡
市
成
人
式   

実
行
委
員
募
集

　
平
成
27
年
1
月
11

日（
日
）に
開
催
す
る

「
平
成
26
年
度
成
人

式
」の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

対
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
7

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

内
定
式
典
進
行（
司
会
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
な
ど
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
企
画
運
営
。
10
人
程
度

他
第
1
回
実
行
委
員
会
は
、
10
月

17
日（
金
）開
催
予
定
　
※
平
成

26
年
度
成
人
式
の
詳
細
は
10
月

25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

　
メshougaigakushuu@

 
city.toyooka.lg.jp

臨
時
職
員（
ボ
イ
ラ
ー
技
士
）募
集

募
集
職
種
ボ
イ
ラ
ー
技
士
2
人

雇
用
期
間
平
成
26
年
11
月
14
日

（
金
）〜
27
年
3
月
24
日（
火
）

※
雇
用
開
始
は
気
温
に
よ
り
早
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
原
則
、
冬
休
み
は
勤
務
が
あ
り

ま
せ
ん
。

内
小
・
中
学
校
の
ボ
イ
ラ
ー
の
運

転
・
管
理
。
勤
務
場
所
は
五
荘

小
学
校
、
豊
岡
南
中
学
校
の
い

ず
れ
か

受
験
資
格
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
2

級
以
上

勤
務
条
件
給
料
：
日
額
8
千
円
▽

勤
務
時
間
：
週
5
日（
38
時
間

45
分
）勤
務

▽
休
日
：
土

曜
・
日
曜
の

週
休
2
日

※
休
日
に
行
事

が
あ
っ
た
場
合
は
平
日
と
振
り

替
え
ま
す
。

応
募
方
法
職
員
課
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士

免
許
の
写
し
を
添
え
て
提
出

申
期
10
月
10
日（
金
）

他
選
考
は
10
月
21
日（
火
）の
予
定
。

採
用
者
は
健
康
診
断
結
果
の
写

し
の
提
出
が
必
要

申
問
職
員
課
☎
23

1
3
2
6

　このほかにも次の注目イベントがあります。
詳しくは各問までお尋ねください。
■夢但馬産業フェア
日 10月10日（金）・11日（土）10：00～16：00 
所総合体育館・じばさん但馬
内但馬の企業約100社展示・販売、講演会
問夢但馬産業フェア2014実行員会事務局（但
馬県民局内）☎26-3686
■鳥居やすらぎ市民農園秋の収穫祭
日 10月19日（日）10：00～15：00 
所鳥居やすらぎ市民農園 （出石町鳥居）
内サツマイモ掘り、枝豆黒大豆ぼり（各500
円）、カントリーバンド演奏、即売ほか

問鳥居やすらぎ農園管理組合☎52-5553
■婚活応援「はーとピー」第12回イベント
日 10月19日（日）10：30～15：00
所農家民宿｢八平だるま｣（但東町赤花）
※バス送迎あり。40歳以下独身男女各12人
問「はーとピー」でホ検索
　豊岡市社会福祉協議会☎23-2573
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平
成
27
年
度
採
用
豊
岡
市
　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

募
集
職
種
❶
一
般
事
務
職
2
人
程

度
：
昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
27
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
❷
保
健
師
・
看
護

師
2
人
程
度
：
昭
和
31
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
3

月
末
ま
で
に
同
資
格
を
取
得
見

込
み
の
方

第
1
次
試
験
11
月
2
日（
日
）▽
場

所
：
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
城
南
町
）▽
内
容
：
適
性
検
査
、

教
養
試
験
、
作
文
試
験

第
2
次
試
験
11
月
30
日（
日
）

採
用
予
定
日
平
成
27
年
4
月
1
日

申
方
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
、
各

地
区
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

本
所
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
10
月
2
日（
木
）〜
15
日（
水
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

企
画
総
務
課（
〒
6
6
8

0
0
4
5　

城
南
町
23

6
豊

岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
23

2
5
7
3

　
Ｆ
24

4
5
1
1

社
会
福
祉
法
人
三
方
保
育
園

職
員
募
集

募
集
職
種
❶
常
勤
保
育
士
1
人

　

❷
事
務
員
1
人

対
❶
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
有
す
る
方（
見
込
み
可
）

　

❷
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
方

採
用
予
定
日
平
成
27
年
4
月
1
日

選
考
日
10
月
26
日（
日
）

選
考
場
所
三
方
保
育
園

申
方
履
歴
書
に
記
入（
自
書
）の
上
、

写
真
を
添
付
し
て
持
参
ま
た
は

郵
送（
詳
細
は
本
人
に
連
絡
）

申
期
10
月
20
日（
月
）

申
問
社
会
福
祉
法
人
三
方
保
育
園

（
〒
6
6
9

5
3
6
1　
日
高
町
栗

山
9
0
1

2
☎
44

0
6
1
0
）

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員
募
集

募
集
職
種
❶
看
護
師・助
産
師
50
人

❷
臨
床
工
学
技
士
1
人

採
用
予
定
日
❶
平
成
26
年
11
月
1

日
か
ら
27
年
4
月
1
日
ま
で
の
各

月
1
日
❷
平
成
27
年
4
月
1
日

受
験
資
格
❶
看
護
師
免
許
取
得
者

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方（
助

産
師
に
お
い
て
は
助
産
師
免

許
）で
45
歳
以
下
の
方
❷
臨
床

工
学
技
士
免
許
取
得
者
ま
た
は

来
春
取
得
見
込
み
の
方
で
45
歳

以
下
の
方　

※
年
齢
は
採
用
年

度
の
4
月
1
日
時
点

申
方
指
定
の
様
式
に
記
入
し
、必
要

書
類
を
添
え
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
❶
試
験
日
の
前
月
末
❷
平
成

26
年
10
月
24
日（
金
）

試
験
日
❶
平
成
26
年
10
月
7
日
か

ら
27
年
3
月
7
日
ま
で
の
毎
月
7

日
❷
平
成
26
年
11
月
1
日（
土
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　

☎
22

6
1
1
1

講
座・
研
修

家
族
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

テ
ー
マ
に
人
権
企
業
研
修
会

日
10
月
7
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
市
役
所　

2
階　

大
会
議
室

対
一
般
お
よ
び
企
業
関
係
者

内
講
演「
次
代
を
生
き
る
者
の
た

め
に
」。
講
師
は
人
権
教
育
推

進
員
の
川
島
正
博
さ
ん
。
家
族

の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
10
月
19
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

所
消
防
本
部　

3
階　

会
議
室

（
昭
和
町
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
の
取
り
扱
い
、
大
出
血

時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
20
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
お
よ
び
駐
在
所
で
申
込
み

申
期
10
月
14
日（
火
）

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24

8
0
3
8
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
 toyooka.lg.jp

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

日
10
月
21
日（
火
）午
後
1
時
30
分
〜

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階  

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
5
9

相
　
談

日
曜
納
税
相
談

　

納
税
に
関
す
る
悩
み
な
ど
何
で

も
相
談
を
。
相
談
日
に
税
金
の
納

付
も
可
能
で
す
。

日
10
月
5
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
1
階　

税
務
課
内

問
税
務
課
収
税
係
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☎
23

1
1
1
8

法
務
局
休
日
相
談
所

　

公
正
証
書
作
成
、
相
続
登
記
、

土
地
の
境
界
な
ど
の
相
談
に
公
証

人
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
法
務
局

職
員
ら
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
10
月
5
日（
日
）

　

公
開
講
座
：
午
後
1
時
〜
2
時

　

各
種
相
談
：
午
後
2
時
〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

定
30
人
程
度

申
不
要
。
直
接
会
場
へ

問
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
総

務
係
☎
23

0
4
1
7

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
10
月
18
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

 

無
料
相
談
会

日
10
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

内
遺
言
、
相
続
な
ど
の
相
談

問
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

制
　
度

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の       

 

更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
❶
特
定
疾

患
と
❷
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
医

療
費
助
成
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
点
に
留

意
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

対
❶
❷
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

の
有
効
期
間
の
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、平

成
27
年
1
月
1
日
以
降
も
引
き

続
き
受
給
者
証
を
交
付
希
望
の

方
▽
か
つ
❷
平
成
27
年
1
月
1

日
時
点
で
満
20
歳
未
満
の
方

必
要
書
類
等
❶
医
師
の
診
断
書
：

従
前
と
同
じ
様
式
▽
更
新
手
続

き
に
必
要
な
書
類
：
各
受
給
者

宛
て
に
郵
送
❷
手
続
き
に
必
要

な
案
内
文
書
を
9
月
末
に
郵
送

▽
更
新
に
必
要
な
書
類
の
う
ち

医
師
の
記
載
書
類
の
省
略
可

（
今
回
限
り
の
措
置
）

※
い
ず
れ
も
9
月
末
時
点
で
更
新

手
続
き
の
書
類
が
届
か
な
い
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
期
10
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26

3
6
7
2

「
ま
だ〝
応
募
ワ
ク
〞あ
り
ま
す
」

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置
補
助
金

　

市
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、

平
成
26
年

度
か
ら
補

助
事
業
の

対
象
を
市

内
業
者
に

よ
る
施
工

設
置
に
限

定
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

対
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

❶
市
内
業
者
に
よ
る
施
工
で
設
置

❷
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
締
結

（
申
込
み
時
点
で
未
着
工
の
方
に

限
る
）❸
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電

気
が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

設
置
さ
れ
る
住
宅
で
消
費
さ
れ
、

余
剰
分
の
電
気
を
電
力
会
社
に
売

電
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
❹
補

助
対
象
経
費
が
1
kW（
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）当
た
り
45
万
円
以
下（
税
別
）。

補
助
金
額
太
陽
電
池
出
力
1
kW
当

た
り
3
万
円（
上
限
4
kW
）　

※

市
内
産
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
場

合
は
、1
kW
当
た
り
1
万
円
を

上
乗
せ

申
方
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
し
申
込
み

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
市
内
施

工
業
者

　

現
在
登
録
し
て
い
る
市
内
業
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

豊
岡
地
域
：
㈱
伊
藤
組
豊
岡
営
業

所
、
㈱
エ
デ
ィ
オ
ン
豊
岡
店
、
㈱

大
井
工
務
店
、
㈱
ク
レ
ス
、
白
菱

電
気
設
備
㈱
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム

近
畿
㈱
北
近
畿
支
店
豊
岡
展
示
場
、

袖
長
建
設
㈲
、
㈾
中
村
組
住
宅
事

業
部
エ
ヌ
ズ
プ
ラ
ン
、
㈲
日
詰
電

気
商
会
、
藤
井
電
気
㈱
▽
竹
野
地

域
：
㈱
中
川
工
務
店
▽
日
高
地
域
：

㈲
ア
ス
カ
、
㈱
共
栄
建
設
工
業
▽

出
石
地
域
：
㈱
岡
本
綜
合
建
材
店
、

陰
建
築
、
㈲
岸
本
工
業
、
㈱
長
谷

川
電
機
、
ふ
じ
パ
ー
ト
ナ
ー
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。
施
工
実
績
の
あ
る

事
業
所
は
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

申
問
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

4
4
8
0

本
年
度
か
ら
市
内
業
者
施
工
に
限
定
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コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

集
落
ま
る
ご
と
事
業

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
、
平

成
27
年
産
米
の
栽
培
か
ら
新
た
に

取
り
組
む
ま
た
は
更
に
拡
大
す
る

農
会
、
集
落
、
営
農
組
合
、
法
人
、

大
規
模
農
家
を
ま
る
ご
と
支
援
し

ま
す
。
1
団
体
当
た
り
3
〜
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
ha

の
面
積
要
件
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容
❶
学
習
会
や
視
察
研
修

の
事
務
経
費
や
、
生
き
も
の
の

エ
サ
と
な
る
堆た
い

肥ひ

な
ど
の
購
入

費
と
し
て
1
団
体
当
た
り
10
万

円
を
交
付
❷
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
に
取
り
組
む
ほ
場
に
、
10

ａア
ー
ル

当
た
り
3
万
円
を
交
付

問
農
林
水
産
課
☎
23

1
1
2
7

そ
の
他

固
定
資
産
の
異
動
は
申
し
出
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
、
固
定
資
産（
土
地
・
建
物
・

償
却
資
産
）を
所
有

し
て
い
る
方
が
、
そ

の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
に
納
め

る
税
金
で
す
。

　

平
成
26
年
中
に
次
の
よ
う
な
異

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更（
例

…
農
地
を
埋
め
立
て
て
駐
車
場

や
資
材
置
場
に
し
た
）

②
建
物
の
新
増
築
、
取
り
壊
し

③
建
物
の
用
途
変
更（
例
…
専
用

住
宅
・
併
用
住
宅
を
工
場
・
事

務
所
に
変
更
し
た
）

④
登
記
を
し
て
い
な
い
建
物
の
所

有
者
の
変
更

⑤
そ
の
他
、
今
年
4
月
に
送
付
し

た「
課
税
明
細
書
」の
内
容
と
比

べ
て
変
更
が
生
じ
た　

な
ど

※
登
記
が
完
了
し
た
場
合
に
は
、

異
動
の
申
し
出
は
不
要
で
す
。

※
異
動
内
容
は
、
平
成
27
年
度
分

の
課
税
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
が
ま
だ
の
方
へ

　

平
成
26
年
度
の
申
告
が
ま
だ
の

方
は
、至
急
申
告
し
て
く
だ
さ
い
!

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

資
産（
①
構
築
物
、
②
機
械
お
よ

び
装
置
、
③
工
具
・
器
具
お
よ
び

備
品
な
ど
）の
こ
と
で
す
。

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
所
有
状
況
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
償
却
資
産
は
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
て
も
、
ま
た
、
異
動

が
な
く
て
も
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
限
り
、
毎

年
申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に
新

た
に
該
当
資
産
を
取
得
し
た
方

は
、
平
成
27
年
度
分
か
ら
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場
や
共
同
住
宅
な
ど
の
不
動

産
賃
貸
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ

　

次
の
よ
う
な
事
業
用
資
産（
た

だ
し
、
建
物
の
評
価
に
含
ま
な
い

も
の
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、申

告
が
必
要
で
す
。

〔
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

フ
ェ
ン
ス
、側
溝
、

受
変
電
設
備
、
外
灯（
屋
外
配
線
）、

集
合
郵
便
受
け
、
家
具
付
マ
ン
シ

ョ
ン
に
お
け
る
備
品　

な
ど
〕

問
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
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9
0
4
6
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の

滞
納
処
分
に
よ

っ
て
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
次

の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
9
月
25
日（
木
）午

後
1
時
〜
10
月
9
日（
木
）午
後

11
時

競
り
売
り
期
間
10
月
17
日（
金
）午

後
1
時
〜
19
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
10
月
27
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
4
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加http://koubai.

auctions.yahoo.co.jp/

　

hyg_toyooka_city

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
よ
く

見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
10
月
5
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

タイムズカープラ
ス（カーシェアリ
ング）の入会手続
きをアイティ１階
全但バス豊岡駅前
営業所で開始！

問大交流課
　☎21-9016



乗り物の本
< 一 般 >

Airock空へ
村岡　力／撮影
（飛鳥新社）

　かつて但馬空港フェスティバルの顔
であった、日本初のエアショーチーム
「エアロック」の写真集。但馬の空を
飛ぶ、臨場感ある迫力満点の写真か
ら目が離せません。

< じ ど う >
時
じ

刻
こく

表
ひょう

の達
たつ

人
じん

福岡　健一／著
（ＰＨＰ研究所）

　旅
たび

に役立つ情
じょう

報
ほう

がぎっしりとつま
った時

じ

刻
こく

表
ひょう

。その見方や調
しら

べ方
かた

が詳
くわ

しいだけでなく、鉄
てつ

道
どう

豆
まめ

知
ち

識
しき

も満
まん

載
さい

。
使いこなして、楽しい旅行を計画し
てみませんか。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

10月の行事予定10月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

とよおか家族の日関連事業「としょかん家族で映画会」
日時：10月18日（土）　午後１時30分～　　場所：本館　視聴覚・講演室
内容：①日本の昔ばなし（大江山の鬼退治ほか）　アニメ／69分　②父の詫

わ

び状　2013年日本／90分
その他：事前申込みは不要

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

※詳細は、各館に問い合わせてください。

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水

10：30 竹野 にじっこえほん　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

2 木
3 金

4 土
10：30 竹野 テーマであそぼ！「秋のごちそう、いっぱいとれたよ」

（工作：秋のモビール）　幼 児
10：30 但東 おはなしのもり（工作：秋色モビール）　幼 児

19：30 本館 図書館移転開館15周年記念事業 第３夜「秋のばんげの演奏会とおはなし会｣　般
5 日
6 月
7 火 休館日
8 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
9 木
10 金
11 土 10：30 城崎 おはなしランド（工作：絵あわせパズル）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
12 日
13 月 休館日
14 火 休館日
15 水 11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
16 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
17 金

18 土
10：00 城崎 きのさき見て歩き（円山川河口付近の景観と文学）　般
10：10 本館 土曜としょかん（スルスルUFO）　児
10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
13：30 本館 としょかん家族で映画会　般 幼 児

19 日
20 月
21 火 休館日
22 水 10：30 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

24 金

25 土
10：10 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30 日高 家読講演会（日高農村環境改善センター）　般
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 本館 おはなし会　幼 児

26 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児
12：30 日高 リサイクルブックフェア　般

27 月
28 火 休館日
29 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
30 木
31 金 休館日（図書整理日）
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10月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

親子３Ｂ体操　合橋地区公民館３階　多目的ホール

そとあそび広場

とよおか家族の日・ベビーDAY　豊岡市民プラザ

とよおか家族の日　子育てまつり　（第 21 回きのさき福祉まつり）

お母さんの手作り広場Ⅰ　子育て学習室

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

とよおか家族の日　おやこっこ運動遊び

出石福祉まつり　ひぼこホールとその周辺

日　時 22 日（水）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、ふれあい遊び、ダンスなど

日　時 ５日（日）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族でお越しください）
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 24日（金）　午前10時30分～11時30分　　
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦さん
内　容 栄養士のミニ講話、計測、親子遊び、子育て相談

日　時 30日（木）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 いろいろ親子遊び、ゲーム、わくわくタイム

日　時 24日（金）　午前10時30分～11時30分 申込開始 10日（金）
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 親子ふれあい体操、保護者のストレッチ
講　師 日本３Ｂ体操協会　西垣満子さん、木村美保さん

日　時 14日（火）、28日（火）　午前10時15分～11時30分
場所と
内　容

14日：植村直己冒険館駐車場集合　どんぐり拾い・アスレチック
28日：日高町民公園　固定遊具で遊ぼう！　絵本の読み聞かせ

対　象 乳幼児と保護者

日　時 11日（土）　午前10時～正午 申込開始 ３日（金）
対　象 ４カ月～１歳２カ月までの乳幼児と保護者 先着40組

＊お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんも歓迎

講　師
わらべうた伝道師　　関口和子さん
ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
ベビービクスインストラクター　西村　淳さん

持ち物 抱っこひも（しっかり抱けるもの）、バスタオル１枚、お茶

日　時 19日（日）　午前10時～11時30分
場　所 城崎健康福祉センター　多機能ホール
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 吹奏楽演奏（チェリーブラッサム）、ヨーヨーつり、製作、輪投げ 他

日　時 24日（金）　午後１時30分～３時30分 申込開始 10日（金）
対　象 子育て中の保護者　先着10人
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
持ち物 １㍑の牛乳パック20本、ボンド、布、はさみ、布ガムテープ　他

日　時 22日（水）　午後１時30分～３時30分 申込開始 ９日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容「子どもの嘘には意味がある｣
進　行 子育て総合センター　所長　永田由紀

日　時 15日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦さん
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 17日（金）　午後１時30分～２時30分 申込開始 ３日（金）
対　象 １歳の幼児と保護者　15組
内　容 お手玉、筒太鼓を使ったリズム遊び、ダンス　他
持ち物 お茶、汗ふきタオル

日　時 19日（日）　午前10時～11時15分 申込開始 ６日（月）
対　象 ２歳以上の幼児とそのお父さん　20組　お母さん、きょうだいも歓迎
場　所 しばっこ広場　（雨天時は子育て学習室）
持ち物 お茶、汗ふきタオル
講　師 こども育成課　仲義　健

日時と
場　所

９日（木）午前10時15分～ 中央公園（いこい）
６日（月）

午後１時30分～
中央公園（であい）

20日（月） 空港・芝生公園
23日（木） しばっこ広場（アイティ７階）
30日（木） 中嶋神社

内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談＆子育て情報　他
対　象 乳幼児と保護者

日　時 29日（水）　午前10時30分～11時30分 申込開始 15日（水）
対　象 おおむね２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

日　時 22日（水）　午前10時30分～11時30分　   
対　象 乳幼児と保護者　

日　時 19日（日）　午前10時～午後２時30分　
対　象 子育て親子（家族でお越しください）　
内　容 手作りコーナー（センターとして出店）、バザー、展示

そとあそび広場　悪天候時は中止

おたのしみ広場

とよおか家族の日　パパと遊ぼうDAY！

親子運動遊び

日　時
①ほっとたいむ ６日（月）、23日（木）　午前11時～
②おやこふれあいたいむ 16日（木）　午前10時30分～
③わらべうた遊び 30日（木）　午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡　②紙芝居やいろいろな遊び　③わらべうたと遊び
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び

なかよし広場

パパと遊ぼうデー！　城崎地区公民館（城崎支所３階）多目的ホール

日　時 23日（木）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本の読み聞かせとわらべうた遊び

日　時 31日（金）　午前10時～午後１時30分 申込開始 17日（金）
場　所 五荘地区公民館
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容 新鮮なお魚・お野菜　Let's クッキング　　
講　師 管理栄養士　田中香代子さん 参加費 600円（１家族）

絵本の読み聞かせ

食育講座　ママの“ためになるクッキング”

絵本の読み聞かせ＆作って遊ぼう

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

日　時 ７日（火）、21日（火）　午前10時～11時30分　
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ７日：染物遊び　21日：プチなごみの灯り

日　時 14日（火）　午前10時～11時30分　
対　象 乳幼児と家族
講　師 谷林恵子さん

日　時 １日（水）　午前10時30分～11時30分　
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

親子で制作

とよおか家族の日　親子で民族楽器に挑戦♪♪

にじっこ絵本

日　時 ４日（土）　午前10時～正午
対　象 乳幼児と家族　　年齢を問わず誰でも参加できます

とよおか家族の日　家族うんどう会　中竹野ふるさと館
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平成26年８月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

10月の主な行事
OCTOBER

より詳しい情報は
こちらから

18（土）出石藩きもの祭り（10：00～ 出石支所前広場、～19日）記念講演会｢但馬と丹後の考古学｣
（13：30～15：00 日高農村環境改善センター）
としょかん家族で映画会（13：30～ 図書館本館）
第４回人権市民講座（13：30～ 竹野支所）
台風23号10周年メモリアル事業『水の彼方に』演劇
ファクトリーzero11（19：00～ 豊岡市民プラザ）
コミュニティダンス体験ワークショップ（城崎国
際アートセンター、～22日）

19（日）第40回竹野駅伝競走大会（８：30～ 竹野中央公園周辺ランニングコース）
田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
子育てまつり（10：00～11：30 城崎健康福祉センター）
鳥居やすらぎ市民農園秋の収穫祭
（10：00～15：00 鳥居やすらぎ市民農園）
台風23号10周年メモリアル事業防災の集い『水の
彼方に』上演・講演ほか（10：30～ 豊岡市民プラザ）
神鍋高原秋色ジャズコンサート
（19：00～21：00 道の駅｢神鍋高原｣）
子どもの野生復帰大作戦｢キッズワイルド2014-子ど
も野生復帰まつり｣（10：00～15：00 城崎町楽々浦）

20（月）
21（火）身体障害者野球写真展（県立但馬ドーム、～11月16日）
22（水）そとあそび広場（10：30～11：30 竹野海岸国民休暇村）
23（木）
24（金）
25（土）第６回三原谷の川の風まつり（10：00～16：00 三原地域、～26日）家読（うちどく）講演会（10：30～ 日高農村環境改善センター）

第17回大石りくまつり（大開通り周辺）
26（日）第96回兵庫県畜産共進会（８：20～16：00 神鍋高原栗栖野中央駐車場）

第26回ちびっこカーニバル（10：00～15：
00 日高農村環境改善センター周辺）
殿さんそば新そば祭り（10：00～15：00 殿さんそば）
カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）

27（月）
28（火）劇団CORPUS（コーパス）fromカナダ　『ひつじ』豊岡公演（11：00～、14：00～ 市役所前市民広場）
29（水）
30（木）
31（金）

ひ
と
り
ご
と

1（水）
2（木）
3（金）
4（土）第18回伊藤清永賞子ども絵画展（９：30～ 豊岡市立美術館―伊藤清永記念館―、～28日）

家族運動会（10：00～12：00 中竹野ふるさと館）
メロディ♪みいつけた
（11：00～11：20 城崎子育てセンター）

青年団国際交流プロジェクト2014アンドロイド版『変
身』世界初演（14：00～ 城崎国際アートセンター、～５日）
秋のばんげの演奏会とおはなし会

（19：30～ 図書館本館）
秋の神鍋高原クロスカントリー

（神鍋高原クロスカントリーコース）
第34回兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真コ
ンテスト入賞作品展（県立但馬ドーム、～19日）

5（日）パパと遊ぼうＤＡＹ！（10：30～11：30 日高子育てセンター）
6（月）台風23号メモリアル事業（災害写真展）（豊岡稽古堂、～16日）
7（火）人権企業研修会（13：30～15：30 市役所）
8（水）そとあそび広場（10：30～11：30 資母認定こども園）豊岡ノーマイカーデー／とよおか家族の日
9（木）そとあそび広場（10：30～11：30 出石町宵田小公園）
10（金）そとあそび広場（10：30～11：30 菊屋島運動公園）
11（土）いのる－土鈴と縁起物－（日本・モンゴル民族博物館、～１月20日）
12（日）学芸員講座｢但馬vs.丹後－古墳時代－｣（13：30～15：00 但馬国府・国分寺館）

出石秋祭りだんじり（大手前駐車場前）
13（月）体育の日とよおかスポーツフェスティバル2014

（９：00～15：00 ウェルストーク豊岡他）
14（火）親子で民族楽器に挑戦（10：00～11：30 竹野子育てセンター）

城崎秋まつり（城崎温泉街、～15日）
15（水）なかよし広場（10：30～11：30 出石子育てセンター）
16（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～11：00 日高子育てセンター）
17（金）台風23号メモリアル事業（災害写真展）（豊岡市民プラザ、～20日）
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Ⓜ

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,972人（－47人） 41,231人（－27人） 44,741人（－20人） 32,772世帯（±0世帯）
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【表紙写真】　国内最大級の空の祭典「コウノトリ但馬空港フェスティバル」。空の楽しさを広め、日本の航空スポーツの発展に貢
献し続けた一大イベントは、パイロット、来場者を問わず、多くの人々に惜しまれながら20年の歴史に幕を閉じました。

（８月30・31日、県立但馬飛行場で開催）

防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。　　　　　　　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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今月は、̀地域の守り手'である自主防災組織についてです。
災害の規模が大きくなればなるほど、自主防災組織など地域の人々の協力（共助）が大きな力を発揮し

ます。そのためには、日頃から、近所同士の関わり合いが大切です。住んでいる地域の自主防災活動や区
のさまざまな行事に積極的に参加しましょう。
自主防災組織は、各区の住民で組織され、日頃から防災訓練

や資機材の点検・確認を行い、災害時に要援護者の支援や土
のう積みなどを行います。市内の組織率等は次のとおりです。
（平成26年１月市防災課調べ）

※今号の平成16年台風23号の特集にも自主防災組織について
の記事があります

対象者 区（町内会）自主防災組織
補助率または
補助金等の額

補助対象事業に要する経費の２分の１以内[下限50,000円、上限200,000円（小型動
力ポンプの購入を含む場合は上限500,000円）]

資機材の分類

補助対象となる物品（指定）

初期消火用 小型動力ポンプ、吸水管、ヘルメットおよび消火栓備品（ホース、
筒先、ハンドルキーおよび消火栓箱）

救出活動用 ボート、ライフジャケット、救助用機材（スコップ、バール、ジャッ
キ、チェーンソー等）、発電機および投光機（附属品を含む）

水防活動用 一輪車および排水用ポンプ

救護用
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）、担架、車いす、簡易ベッド、大鍋
またはこれに類するもの、給水用タンク（20リットル以下のものを
除く）および毛布

避難用 ハンドマイクおよび無線機

備蓄用 毛布および簡易トイレ

その他 市長が特に必要と認めるもの

【豊岡市自主防災組織資機材整備事業補助金】

地域 組織数 組織率
豊岡 109 90.1％

城崎 10 32.3％

竹野 17 40.5％

日高 61 87.1％

出石 37 72.5％

但東 21 50.5％

合計 255 71.4％

自主防災組織について、次のような助成制度がありますので、
積極的に活用してください。ただし、市の予算には限りがあり
ますので、資機材の購入を検討している場合には、必ず、事前
に防災課に連絡してください。詳細は、問い合わせてください。

次号以降で、自主防災組織の取組事例を紹介します。

《市の助成制度を活用してください》

自主防災組織


